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安全・安心を届けるために

※本紙掲載の記事は 4 月 22 日時点で作成しています。
イベントや講座など変更や中止になる場合があります。

「新型コロナウイルス感染症」についての
最新情報はこちら▶

　新型コロナウイルスワクチンの集団接種を想定した訓練。
　3 月28日に八女地区の 2 市1町で、4 月18日に筑後市で八女
筑後医師会との合同接種訓練がありました（内容は 3 ページ）

　

下
し も

川
か わ

恵
め

生
い

下北島、5月27日生
ちゃん

♥祝1歳♥
　笑顔の恵生が
　　大好きだよー♥

～今月で1歳の赤ちゃん～

※市では「広報ちくご」に掲載する有料広告を募集しています。くわしくは総務広報課（☎65-7004）へ。

　  　月
生まれの

赤ちゃんの写真
大募集！

いっぱい笑って
  元気に 
    大きくなってね♥

ちゃん
坂
さ か

本
も と

茉
ま

白
し ろ

蔵数、5月12日生

はーちゃん♥祝1歳
つっちゃんと仲良くね

末
す え

安
や す

芙
は づ

妃
き

ちゃん
上北島、5月26日生

いとに
  たくさんの幸せが
    訪れますように♥

江
え

﨑
さ き

依
い

都
と

一条、5月25日生
ちゃん

祝1歳★
  4姉弟仲良く
    元気に育ってね♥

山
や ま

下
し た

嘉
か

生
い

赤坂、5月26日生
くん

えいとの笑顔が
　だーーい好き♥

田
た

中
な か

瑛
え い

士
と

西牟田町、5月8日生
くん

小
こ

宮
み や

緋
ひ

月
づ き

野町、5月6日生
1歳おめでとう♥
  元気に
　 大きくなってね♪

ちゃん

葉君★祝1歳★ 
 みんなの
　大切な宝物だよ♥

平
ひ ら

田
た

葉
よ う

祐
す け

和泉西、5月5日生
くん

パパとママのところに
きてくれてありがとう

古
ふ る

庄
しょう

芹
せ り

梛
な

大和、5月19日生
ちゃん

締切日
5月14日（金）

⻆
す み

 芽
か

子
こ

藤島、5月25日生
ちゃん

かこちゃん！
  いい顔ー！
    おいしい顔ー！

1歳おめでとう♥
  元気に
   大きくなってね♪

大
お お

曲
まがり

 葉
よ う

上北島、5月25日生
くん

 6 6

姉
きょうだい

弟仲良く
　すくすく元気に
　　　　育ってね♥

横
よ こ

溝
み ぞ

 巧
たくみ

くん
  溝口町、5月18日生

清
し

水
み ず

彩
い ろ

葉
は

久富、5月7日生
お姉ちゃんと
 　仲良く元気に
　　　 育ってね♥

ちゃん

広 告

広 告 広 告

広 告

【掲載枠】18人（応募多
数の場合は抽選）
【申込み】写真（画像は
4MBまで）に住所、氏
名（ふりがな）、生年月
日、電話番号、保護者名、
20字以内のコメントを
添えて、「ハローエンジェ
ル係」と書いて、郵送（消
印有効）・電子メールま
たは電子申請で総務広
報課（〒833-8601〈住
所不要〉Qsoumu@city.
chikugo.lg.jp）へ。
※写真はトリミングや
装飾などの加工をしな
いでください。
※掲載した写真は返却
しません。
※コメントは編集する
ことがあります。
【問合せ】同課（☎ 65-
7004）
  電子申請は
  こちらから▶

赤ちゃん写真大募集♪
くわしくは、
市ホームページで
確認してください。
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【問合せ】ワクチン接種対策室（☎48-1970）新型コロナウイルス関連情報
【集団接種】6月2日（水）以降
▪予約先と受付時間
　▶市コールセンター＝10120-567-154（9:00～17:
00）▶web予約＝ 24時間対応（5月10日（月）9:00
以降）▶聴覚障害者用ファクス＝N53-4119
※医療機関や市窓口、市の他の電話番号など、上記
以外の方法では予約を受け付けませんので、注意し
てください。
▪持ってくる物
　接種券、予診票、本人確認書類（運転免許証、保
険証、マイナンバーカードなど）、お薬手帳（持って
いる場合）
▪服装
　半袖シャツやノースリーブなどの肩を出しやすい服
▪副反応について
　ワクチン接種後に、接種部位の痛みや発熱、頭痛
などの「副反応」が起こる可能性があります。そのほ
とんどは数日で回復しますが、まれに治療を必要とし
たり、障害が残ったりすることがあります。
　市では、市消防本部や市立病院と連携し、副反応
に対応することで安全性を確保します。
▪高齢者以外の接種
　接種券は、6月下旬以降に発送予定です。スケジュ
ールが決まり次第、市ホームページなどでお知らせし
ます。
※医療機関または集団接種会場に行くことが困難な人
に対して、交通費の助成を検討しています。くわしく
は、市ホームページまたは5月上旬に配布予定のチラ
シで確認してください。

　市は、新型コロナウイルスのワクチン接種を施設内
でのクラスター予防や重症化予防、医療体制の確保
のため、施設入所者から先行してワクチン接種を開始
します。
　入所者以外のワクチン接種は、かかりつけ医など、
身近な医療機関で接種ができるよう「個別接種」を
中心に実施していきます。一方で、医療機関が休診
となる時間帯の接種機会を確保するために、公共施
設での「集団接種」も実施します。
　対象の高齢者（令和3年度中に65歳に達する、昭
和32年 4月1日以前に生まれた人）には、4月に「接
種券」や「予診票」などを郵送しているので確認し
てください。
▪ワクチン接種の流れ
①市から「接種券」が届く
②日時や医療機関（または集団接種会場）を確認し、
電話またはw

ウェブ
ebで予約（２回分）をする

※医療機関は、①に同封している「接種受託医療機
関」を確認してください。
▪予約開始日
　5月10日（月）
※先着順で受け付けます。また、ワクチンの配分量に
より、予約枠が少なくなることがあります。
▪接種開始日
【医療機関での個別接種】5月17日（月）以降
※接種開始日は医療機関により異なることがあります。
くわしくは、5月上旬に配布予定のチラシを確認して
ください。 ホームページはこちら▶

今回
の

表紙
　市は、新型コロナウイルス感染症による死亡者や重症者
の発生をできる限り減らし、同ウイルスのまん延を防止す
るため、八女筑後医師会や近隣自治体と連携してワクチン
接種の準備を進めています。
　今回の訓練では、医師による問診や模擬注射、ワクチン
接種後の経過観察に加え、アナフィラキシーショックの副
反応を発症した場合の対応など、細かく確認しながら課題
を洗い出しました。
　同医師会第5部会の吉田浩一部長は「安全とスピード
感という相反するものを考慮しながら、私たちはプロとし
て向き合わなければならない」と力強く話しました。

新型コロナウイルスワクチン集団接種訓練

－3月の動き－
ひと

人口 49,300人 （-170人）
男 23,745人 （-90人）
女 25,555人 （-80人）

世帯数 20,167戸 （+27戸）
転入 349人 （+177人）
転出 508人 （+312人）
出生 35人 （+17人）
死亡 46人 （-11人）

※カッコ内は、前月からの増減です。

火災・救急

※カッコ内は、今年の累計です。処理状況に
より、前月の累計と合わない場合があります。

出火件数 1件 （1件）
火災損害 未確定 （未確定）
救急出動 157件 （456件）

5月号目次
ページ 内容・主な記事

2 目次、3 月の動き、がんばってます！部活動

3 今回の表紙、新型コロナウイルス関連情報

市役所からのお知らせ

4 　　＝生活＝

10 　　＝生活・健康＝

12 　　＝子育て・学校・福祉・安全・安心＝

14 　　＝保険・税金・高齢者・社会教育＝

16 ちくご市民カレンダー、当番医など

市役所からのお知らせ

18 　　＝社会教育・人権＝

20 おいでよ！おひさまハウスへ、保健だより

21 市民の本棚

22 ホークス情報局 Club1
ち

9
く

5
ご

、筑後七国イベント情報

23 タマスタ筑後 若鷹 N
ニ ュ ー ス

EWS

24 さんぽみち～みなさんのページ～

26 ちくご日和～まちの話題～

28 くらしの情報

30 相談事業

31 まくあい～サザンクス筑後イベント情報～

新緑に囲まれ、気持
ちがいいま～る！

がんばってます！
部活動部活動
筑後中学校
陸上部

　
現
在
、
３
年
生
７
人
と
２
年

生
15
人
で
活
動
し
て
い
る
同
部

（
取
材
日
時
点
）。
男
子
部
長
の
松

崎
泰
士
さ
ん
（
３
年
生
）
と
女
子

部
長
の
中
富
春
妃
さ
ん（
同
）が
、

明
る
く
、
元
気
で
個
性
的
な
部

員
を
ま
と
め
て
い
ま
す
。

　
松
崎
部
長
は
「
み
ん
な
を
ま
と

め
て
、
良
い
成
績
を
残
す
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
、
率
先
し
て
練
習

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
」と
話
し
、

ま
た
、
中
富
部
長
は
「
み
ん
な
が

楽
し
ん
で
練
習
す
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
気
を
配
っ
て
い
ま
す
」

と
話
し
ま
す
。

　
昨
年
秋
に
行
わ
れ
た
「
中
学

校
新
人
陸
上
競
技
大
会
」
で
は
、

中
富
部
長
が
県
大
会
の
女
子
８

０
０
㍍
で
２
位
に
入
賞
し
、
団
体

種
目
の
女
子
４
×
１
０
０
㍍
で
も

県
大
会
へ
進
出
。
両
部
長
は「
夏

の
中
体
連
の
大
会
で
は
、
個
人
・

団
体
両
方
で
県
大
会
上
位
進
出

し
た
い
で
す
」
と
力
強
く
意
気
込

み
を
語
り
ま
し
た
。

　
顧
問
の
下
川
佳
菜
恵
先
生
は

「
部
活
動
で
も
学
校
生
活
で
も
、

努
力
す
る
こ
と
を
忘
れ
ず
に
過

ご
し
て
、
自
分
た
ち
の
目
標
に
向

か
っ
て
挑
戦
し
て
欲
し
い
で
す
」

と
生
徒
た
ち
の
さ
ら
な
る
成
長
を

期
待
し
て
い
ま
す
。

高齢者への
ワクチン接種が始まります



広報ちくご　令和3年5月号 4広報ちくご　令和3年5月号5

　　
市
の
令
和
３
年
度
一
般
会
計
予
算
は
、
２

０
１
億
８
，
０
０
０
万
円
で
、
前
年
度
比
９

億
６
，
０
０
０
万
円
（
５
㌫
）
の
増
に
な
り

ま
し
た
。
第
六
次
筑
後
市
総
合
計
画
の
２
年

目
に
な
る
今
年
度
も
、
引
き
続
き
総
合
計
画

の
10
の
重
点
分
野
の
推
進
を
図
る
と
と
も

に
、
優
先
的
に
取
り
組
む
べ
き
課
題
に
つ
い

て
重
点
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

1
子
育
て
支
援
の
充
実

　
老
朽
化
し
て
い
る
筑
後
保
育
所
の
園
舎
を

建
て
替
え
、
定
員
を
30
人
増
や
し
て
１
２
０

人
に
し
ま
す
。
ま
た
、
２
階
部
分
に
学
童
保

育
所
を
整
備
す
る
こ
と
で
、
１
２
０
人
の
児

童
が
受
け
入
れ
可
能
と
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
、

学
童
保
育
事
業
で
は
、
従
来
の
学
童
保
育
所

に
加
え
、
幼
稚
園
の
旧
園
舎
を
学
童
保
育
所

と
し
て
活
用
し
、
放
課
後
児
童
の
居
場
所
づ

く
り
を
推
進
し
ま
す
。

2
防
災
・
減
災
対
策
の
推
進

　
近
年
頻
発
す
る
大
雨
に
よ
り
河
川
氾
濫
な

ど
の
浸
水
被
害
が
相
次
い
で
い
ま
す
。
市
営

河
川
の
治
水
対
策
や
河
川
・
ク
リ
ー
ク
の
浚し

ゅ
ん

渫せ
つ

事
業
を
緊
急
的
に
実
施
し
、
浸
水
被
害
の

防
止
や
軽
減
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
自
主
防

災
組
織
が
実
施
す
る
校
区
防
災
訓
練
へ
の
支

援
や
資
機
材
の
購
入
を
補
助
し
、
地
域
防
災

活
動
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

▲建て替え後の筑後保育所の外観イメージ

数字で見る

予算

【一般会計歳出の目的別内訳】
　基金残高はここ数年増加傾向で推移してきました。今年度予算ではコ
ロナ禍で税の減収が見込まれるため、基金を増額して取り崩し、一般会
計に繰り入れる予定で、前年度より約5億円減少する見込みです。
　市債残高は、地方交付税の肩代わりとして借り入れする臨時財政対策
債の大幅増加や普通建設事業の伸びにより約8億円増加する予定です。

令
和
３
年
度
の
重
点
事
業

【
筑
後
小
学
校
増
改
築
事
業
】

２
億
１
，
９
８
０
万
円

【
再
編
新
設
小
学
校
整
備
事
業
】

９
，
１
１
８
万
円

【
市
営
河
川
緊
急
治
水
対
策
事
業
】

６
，
９
０
０
万
円

【
市
営
河
川
・
ク
リ
ー
ク
緊
急
浚
渫
推
進
事

業
】

４
，
５
０
０
万
円

【
自
主
防
災
組
織
支
援
事
業
】１

８
３
万
円

災害復旧事業費
1,540万円
（0.1％）

補助費等
21億7,751万円
（10.8％）

◆一般会計予算内訳

扶助費
61億2,083万円
（30.3％）

公債費
13億8,245万円
（6.9％）

人件費
32億3,159万円
（16.0％）

普通建設事業費
20億7,877万円
（10.3％）

繰出金
20億6,015万円
（10.2％）

物件費
22億5,675万円
（11.2％） 義

務
的
経
費

投
資
的

経
費

そ
の
他 歳出201億

8,000万円

市税
59億3,748万円
（29.4％）

繰入金
9億2,900万円
（4.6％）

諸収入
4億4万円
（2.0％）その他

9億6,905万円
（4.8％）

地方交付税
31億8,000万円
（15.8％）

国庫支出金
35億3,990万円
（17.5％）

県支出金
19億7,906万円
（9.8％）

市債
20億9,460万円
（10.4％）

その他
11億5,087万円
（5.7％）

歳入
201億
8,000万円

自
主
財
源

依
存
財
源

科目 予算額 割合
民生費 94億7,503万円 47.0％
総務費 23億2,386万円 11.5％
教育費 17億6,489万円 8.7％
衛生費 17億3,228万円 8.6％
土木費 16億5,964万円 8.2％
公債費 13億8,247万円 6.9％

農林水産業費 6億8,825万円 3.4％
消防費 4億9,448万円 2.5％
商工費 3億9,888万円 2.0％
議会費 1億8,814万円 0.9％
予備費 3,000万円 0.1％
災害復旧費 2,125万円 0.1%
労働費 2,083万円 0.1%

◆一般会計基金残高と市債残高の推移（R2、R3は見込額）

60

0

20

40

（億円） 【基金残高】

58.259.159.7
61.4

63.3 150

0

50

100

（億円） 【市債残高】

157.0

144.0
147.8

146.4
149.1

◆特別会計・企業会計予算

会計名 予算額 前年度比
国民健康保険特別会計 56億2,196万円 ▲0.4％
後期高齢者医療特別会計 7億5,559万円 5.2％

介護保険
特別会計

保険事業勘定 42億6,736万円 ▲2.1％
地域包括支援センター事業勘定 4,127万円 3.1％

市営住宅敷金管理特別会計 2,773万円 3.0％
住宅新築資金等貸付特別会計 4,363万円 ▲2.6％

地方独立行政法人筑後市立病院貸付特別会計 4億7,618万円 ▲32.8％

会計名 予算額 前年度比

水
道
事
業

収益的収入 9億3,677万円 2.8％
収益的支出 8億4,105万円 3.4％
資本的収入 8億6,071万円 139.5％
資本的支出 11億725万円 115.5％

下
水
道
事
業

収益的収入 10億72万円 8.8％
収益的支出 8億1,585万円 0.5％
資本的収入 3億8,709万円 4.8％
資本的支出 7億4,404万円 1.4％

【特別会計】 【公営企業会計】

～
令
和
３
年
度
当
初
予
算
～

【
問
合
せ
】
財
政
課
（
☎
�
４
４
８
６
）

選
択
と
集
中
で

重
点
分
野
を
推
進

＝生活＝ 市役所からのお知らせ市役所からのお知らせ筑

【
筑
後
保
育
所
施
設
整
備
事
業
】

６
億
１
，
０
１
７
万
円

【
学
童
保
育
事
業
】１

億
４
，
１
１
８
万
円

【
歳
入
】
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
拡
大
の
影
響
に
よ
り
、
市

税
が
前
年
度
比
３・
１
㌫
減
に

な
っ
た
ほ
か
、
地
方
消
費
税
交
付

金
な
ど
経
済
状
況
の
影
響
を
受

け
る
交
付
金
が
減
に
な
り
ま
し

た
。
こ
れ
ら
の
歳
入
減
に
対
し
て

は
、
財
政
調
整
基
金
繰
入
金
の

増
、
国
庫
支
出
金
や
有
利
な
市

債
の
活
用
に
よ
り
財
源
を
確
保

し
ま
し
た
。

【
歳
出
】
義
務
的
経
費
で
あ
る
扶

助
費
が
子
育
て
関
係
事
業
費
の

増
に
よ
り
前
年
度
比
４・９
㌫
増
、

人
件
費
が
前
年
度
比
３・
０
㌫

増
、
公
債
費
が
前
年
度
比
１・２

㌫
増
に
な
り
ま
し
た
。
普
通
建

設
事
業
は
筑
後
保
育
所
施
設
整

備
事
業
、
筑
後
小
学
校
増
改
築

事
業
、防
災・減
災
事
業
に
よ
り
、

前
年
度
比
24
・
９
㌫
の
大
幅
増

に
な
り
ま
し
た
。

3
学
校
教
育
の
推
進

　
筑
後
小
学
校
で
は
、
児
童
数
の
増
加
や
特

別
支
援
学
級
の
増
設
に
よ
り
教
室
の
不
足
が

生
じ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
教
室
棟
の
増

築
工
事
と
特
別
教
室
棟
改
修
の
た
め
の
設
計

業
務
を
行
い
ま
す
。

　
水
田
・
下
妻
・
古
島
小
学
校
の
再
編
新
設

校
に
つ
い
て
は
、本
年
度
に
設
計
を
完
了
し
、

令
和
４
年
度
～
令
和
６
年
度
に
か
け
て
建
設

工
事
を
行
い
、
令
和
７
年
４
月
の
開
校
を
め

ざ
し
ま
す
。

　
引
き
続
き
迅
速
に
対
応
す
る
た
め
、

２・３
月
に
補
正
予
算
を
計
上
し
、
令

和
３
年
度
に
繰
り
越
し
て
実
施
し
て
い

ま
す
。
今
後
も
感
染
拡
大
の
影
響
を
受

け
て
い
る
市
民
、
事
業
者
に
対
し
て
必

要
な
支
援
を
行
い
ま
す
。

【
ワ
ク
チ
ン
接
種
関
連
】

３
億
３
，
６
１
３
万
円

【
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
緊
急

対
策
第
８
弾
】２

億
４
，
７
０
２
万
円

▲河川緊急浚渫工事の様子

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
に
つ
い
て

その他
8億5,655万円
（4.2％）

H29 H30 H31 Ｒ2 R3 H29 H30 H31 Ｒ2 R3
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市
は
、
県
と
連
携
し
、
地
方
創
生
推
進
交

付
金
を
活
用
し
た
「
筑
後
市
地
方
創
生
移
住

支
援
金
（
以
下
、
移
住
支
援
金
）」
の
制
度

を
設
け
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
び
、
４
月
か
ら
次
の
通
り
支
給
要

件
を
見
直
し
、
よ
り
幅
広
く
支
援
す
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
拡
充
し
ま
し
た
。

●
対
象
の
移
住
元
を
東
京
圏
（
東
京
都
、
埼

玉
県
、千
葉
県
、神
奈
川
県
）、大
阪
圏
（
大

阪
府
、
京
都
府
、
兵
庫
県
、
奈
良
県
）、
名

古
屋
圏
（
愛
知
県
、
岐
阜
県
、
三
重
県
）
の

三
大
都
市
圏
に
拡
大

●
就
業
に
関
す
る
要
件
の
う
ち
、
対
象
職
種

に
農
林
漁
業
や
医
療
福
祉
職
な
ど
を
追
加

●
支
援
対
象
者
に
筑
後
市
で
テ
レ
ワ
ー
ク
を

す
る
人
や
、
過
去
に
５
年
以
上
市
に
住
民
登

録
が
あ
っ
た
人
な
ど
を
追
加

　
移
住
支
援
金
と
は
、
移
住
元
の
三
大
都
市

圏
か
ら
移
住
先
と
し
て
筑
後
市
へ
転
入
し
、

就
職
・
起
業
し
た
人
な
ど
に
最
大
１
０
０
万

円
を
支
給
す
る
支
援
制
度
の
こ
と
で
す
。

▪
主
な
支
給
要
件

【
移
住
元
に
関
す
る
要
件
】
直
前
10
年
の
う

ち
、
通
算
５
年
以
上
、
三
大
都
市
圏
に
住
ん

で
い
た

【
移
住
先
に
関
す
る
要
件
】
筑
後
市
に
転
入

し
、
移
住
支
援
金
の
申
請
日
か
ら
５
年
以
上

継
続
し
て
居
住
す
る
意
思
が
あ
る

【
就
業
ま
た
は
起
業
に
関
す
る
要
件
】「
福
岡

県
移
住
・
就
業
マ
ッ
チ
ン
グ
サ
イ
ト
」
掲
載

企
業
へ
の
就
業
、
ま
た
は
福
岡
県
起
業
支
援

事
業
に
係
る
起
業
支
援
金
の
交
付
決
定
を
受

け
た
な
ど

※
そ
の
他
に
も
要
件
が
あ
り
ま
す
。
く
わ
し

く
は
、
同
課
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

▪
支
給
額

【
２
人
以
上
の
世
帯
】
１
０
０
万
円

【
単
身
世
帯
】
60
万
円
　

▪
申
請
方
法
　

　
筑
後
市
に
転
入
後
、
３
カ
月
以
上
１
年
以

内
に
、企
画
調
整
課
へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

▪
注
意
事
項
　

　
移
住
支
援
金
の
申
請
日
か
ら
５
年
以
内
に

転
出
し
た
場
合
な
ど
は
、
移
住
支
援
金
の
返

還
を
求
め
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

転
入
希
望
者
を
応
援
し
ま
す
！

～
筑
後
市
地
方
創
生
移
住
支
援
金
の
要
件
拡
充
～

【
問
合
せ
】企
画
調
整
課（
☎
�
４
２
４
５
）

主
な
拡
充
ポ
イ
ン
ト

移
住
支
援
金
の
概
要

く
わ
し
く
は
こ
ち
ら
▼

　
市
は
、
市
内
の
賃
貸
住
宅
に
入
居
す
る
新

婚
世
帯
に
対
し
、
家
賃
補
助
を
実
施
し
て
い

ま
し
た
が
、
４
月
か
ら
新
た
な
制
度
に
生
ま

れ
変
わ
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
の
家
賃
補
助
に
加
え
、
入
居
時

に
必
要
と
な
る
、
敷
金
な
ど
も
補
助
す
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
そ
の
他
に
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
定
住
促
進
事

業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
く
わ
し
く
は
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
す
る
か
担
当
課
に
問

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

事業名 主な内容 問合せ

結婚新生活家賃
支援事業

市内の賃貸住宅に居住す
る新婚世帯に、家賃や敷
金などの一部を支給

企画調整課
（☎53-4245）

マイホーム取得
支援事業

市内で新たに住宅を取得
し定住する転入者に対し
て、3年間固定資産相当
額を支給

地方創生移住支
援事業

三大都市圏から移住し、
就業・起業した人などへ
支援金を支給

多子出産祝い金
事業

市内に住む人が第3子以
降の子どもを養育してい
る場合に祝い金を支給

住宅小規模改修
事業補助事業

子育て世代、三世代同居
世帯または移住世帯の人
が住宅のリフォームを行う
場合に補助金を支給

商工観光課
（☎65-7024）

空き家バンク事
業

市内の空き家で賃貸、売
買してもよいという物件
を紹介

防災安全課
（☎65-7260）

【定住促進事業メニュー】
　

結婚新生活は
筑後市でスタート！

【問合せ】企画調整課（☎53-4245）

く
わ
し
く
は
こ
ち
ら
▼

～結婚新生活家賃支援事業の
リニューアル～

　
市
は
、
夏
の
日
差
し
を
和
ら
げ
、
室
温
上

昇
を
抑
え
る
効
果
が
あ
る
「
グ
リ
ー
ン
カ
ー

テ
ン
」
を
推
奨
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
の
出
来
栄
え
を

写
真
で
競
う
「
グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
コ
ン
テ

ス
ト
」
に
参
加
す
る
個
人
・
団
体
を
募
集
し

ま
す
。

　
な
お
、
参
加
者
に
は
ゴ
ー
ヤ
苗
を
無
料
で

配
布
し
ま
す
。

▪
グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
コ
ン
テ
ス
ト

【
対
象
】
市
内
に
住
ん
で
い
る
個
人
ま
た
は

市
内
事
業
所
・
行
政
区
な
ど
の
団
体

【
審
査
】
提
出
さ
れ
た
写
真
を
も
と
に
、
市

民
の
投
票
に
よ
り
入
賞
者
を
決
定
し
ま
す
。

な
お
、
上
位
入
賞
者
に
は
、
記
念
品
を
贈
り

ま
す
。

▪
ゴ
ー
ヤ
苗
の
無
料
配
布

【
と
き
】
５
月
10
日
（月）
午
前
10
時
～
正
午
　

【
と
こ
ろ
】
サ
ン
コ
ア
（
ふ
れ
あ
い
広
場
）

【
配
布
数
】
個
人
６
個
、
団
体
10
個
ま
で

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の

た
め
、
来
庁
時
は
マ
ス
ク
着
用
を
お
願
い
し

ま
す
。

▪
昨
年
度
参
加
者
の
声

●
見
た
目
も
涼
し
く
と
て
も
良
か
っ
た

●
植
物
を
育
て
る
楽
し
さ
が
分
か
っ
た

●
西
日
が
和
ら
ぎ
室
温
が
下
が
っ
た

●
グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
の
お
か
げ
で
日
陰
に

な
り
快
適
だ
っ
た

●
ゴ
ー
ヤ
を
た
く
さ
ん
収
穫
す
る
こ
と
が
で

き
た

▪
申
込
み

　
８
月
31
日
（火）
ま
で
に
、
同
課
窓
口
ま
た
は

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
る
実
施
報
告
書
に
グ

リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
の
写
真
を
貼
っ
て
、
電
話

ま
た
は
電
子
メ
ー
ル
で
同
課（
qkankyou@

city.chikugo.lg.jp

）
へ
。

　
市
で
は
、
ご
み
減
量
化
を
推
進
す
る
た
め
、

畑
な
ど
の
土
地
が
な
く
て
も
ベ
ラ
ン
ダ
で
気

軽
に
取
り
組
め
る
「
コ
ン
ポ
ス
ト
バ
ッ
グ
」

の
モ
ニ
タ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

　
１
日
１
回
混
ぜ
る
だ
け
の
食
の
エ
コ
ロ
ジ

ー
を
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

【
対
象
】
市
内
に
住
ん
で
い
る
人

※
「
コ
ン
ポ
ス
ト
バ
ッ
グ
」
を
使
用
し
た
感

想
や
意
見
を
聞
か
せ
て
も
ら
い
ま
す
。

【
費
用
】
無
料

【
定
員
】
１
０
０
人

※
応
募
多
数
の
場
合
は
、
共
同
住
宅
（
マ
ン

シ
ョ
ン
や
ア
パ
ー
ト
）
に
住
ん
で
い
る
人
を

優
先
し
ま
す
。

【
配
布
物
】配
布
す
る「
コ
ン
ポ
ス
ト
バ
ッ
グ
」

は
、
Ｌ
Ｆ
Ｃ
（
ロ
ー
カ
ル
フ
ー
ド
サ
イ
ク
リ

ン
グ
㈱
）
の
バ
ッ
グ
型
Ｌ
Ｆ
Ｃ
コ
ン
ポ
ス
ト

セ
ッ
ト
で
す
。

【
使
い
方
】「
コ
ン
ポ
ス
ト
バ
ッ
グ
」
に
、
１

日
３
０
０
～
４
０
０
㌘
の
生
ご
み
を
投
入
し
、

毎
日
混
ぜ
る
だ
け
で
す
。

※
2
～
3
カ
月
後
に
肥ひ

沃よ
く

な
堆
肥
へ
と
変

わ
り
ま
す
。

【
申
込
み
】
５
月
31
日
（月）
ま
で
に
、
同
課
窓

口
ま
た
は
電
話
で
同
課
へ
。

※
堆
肥
を
利
用
し
な
い
場
合
は
同
課
で
引
き

取
り
ま
す
。
ま
た
、
共
同
住
宅
の
場
合
は
、

同
じ
建
物
で
５
世
帯
以
上
の
ま
と
ま
っ
た
申

し
込
み
が
あ
れ
ば
、
希
望
に
応
じ
て
堆
肥
の

回
収
と
講
習
会
を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

※
他
に
も
生
ご
み
処
理
容
器
な
ど
の
購
入
補

助
を
行
っ
て
い
ま
す
。く
わ
し
く
は
、市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
同
課
に
問
い
合
わ
せ
て
く

だ
さ
い
。

く
わ
し
く
は
こ
ち
ら
▼

▲コンポストバッグ

さぁ、はじめよう！
生ごみを捨てない暮らし

「コンポストバッグ」
モニター募集

【問合せ】かんきょう課（☎53-4120）

く
わ
し
く
は
こ
ち
ら
▼

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
こ
ち
ら
▼

　

広げよう
グリーンカーテンの輪

【問合せ】かんきょう課（☎53-4120）

ストップ地球温暖化！

▲前回の最優秀賞作品



　市は、市内に本店・支店があり、「令和2・3年度
筑後市競争入札参加資格申請（指名願い）」を提出し
ていない業者の申請を受け付けます。
　また、市内に本店・支店があり、同申請を行った業
者の「希望順位」の変更も受け付けます。
【入札参加資格有効期間】7月1日（木）～来年6月30
日（木）
【申込み】5月6日（木）～ 31日（月）まで（必着）に、
市ホームページにある申請書に必要事項を書いて、契
約管財課（〒833-8601〈住所不要〉）へ。
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【
問
合
せ
】企
画
調
整
課

（
☎
�
４
４
２
７
）　

【
問
合
せ
】市
選
挙
管
理
委
員
会

（
☎
�
７
０
０
３
）　

令
和
３
年

経
済
セ
ン
サ
ス

活
動
調
査

県
知
事
は

「
服は

っ
と
り部

誠せ
い

太た

郎ろ
う

」氏
が

当
選

カラス・ドバトの駆除を
行います

【問合せ】農政課（☎65-7026）

　市は、散弾銃や空気銃によるカラス・ドバトの駆除を行い
ます。レース用のハトなどを飼っている人は、期間中放さな
いようにしてください。
　また、農作物などの被害を受けた人は、その場所などを同
課まで連絡してください。
【とき】下表のいずれの日も7:00～11:00ごろ

※天候不順により、駆除日が変更になる場合があります。
【ところ】市内全域

【問合せ】契約管財課（☎65-7067）

ホームページはこちら▶

市内業者向けの
競争入札参加資格の申請を

受け付けます

5月 23日（日）
6月 6日（日）、20日（日）、27日（日）
7月 4日（日）、11日（日）
9月 12日（日）、19日（日）、26日（日）
11月 28日（日）
12月 12日（日）
予備日 6月13日（日）、7月18日（日）

　
３
月
25
日
に
告
示
さ
れ
た
「
福
岡
県
知
事

選
挙
」
の
投
票
が
、
４
月
11
日
に
あ
り
ま
し

た
。

　
当
日
夜
、
県
下
一
斉
に
開
票
作
業
が
行
わ

れ
、
そ
の
結
果
、
県
知
事
に
は
服
部
誠
太
郎

氏
（
66
歳
）
が
当
選
し
ま
し
た
。

　
服
部
氏
は
、
初
当
選
に
な
り
ま
す
。

▪
市
内
の
投
票
率
は
29
・
07
㌫

　
県
知
事
選
挙
投
票
日
の
市
内
有
権
者
数

は
、４
万
61
人（
男
性
＝
１
万
９
，０
５
５
人
、

女
性
＝
２
万
１
，
０
０
６
人
）
で
し
た
。
こ

の
う
ち
投
票
し
た
人
数
は
、
１
万
１
，
６
４

６
人
（
男
性
＝
５
，４
０
９
人
、女
性
＝
６
，

２
３
７
人
）
で
、
投
票
率
は
前
回
（
平
成
31

年
）
を
12
・
14
ポ
イ
ン
ト
下
回
る
29
・
07
㌫

に
な
り
ま
し
た
。

　
総
務
省
・
経
済
産
業
省
で
は
、
６
月
１
日

（火）
を
基
準
日
と
し
て
「
令
和
３
年
経
済
セ
ン

サ
ス
活
動
調
査
」
を
実
施
し
ま
す
。

　
こ
の
調
査
は
、
日
本
経
済
の
現
状
を
全
国

的
、
地
域
別
に
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的

に
し
て
い
て
、
調
査
結
果
は
地
域
の
産
業
振

興
や
国
内
総
生
産
（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）、県
内
所
得
な

ど
の
推
計
資
料
と
し
て
利
活
用
さ
れ
ま
す
。

　
５
月
下
旬
か
ら
調
査
員
が
市
内
の
全
て
の

事
業
所
・
企
業
を
訪
問
し
ま
す
。
調
査
の
趣

旨
・
必
要
性
を
理
解
し
て
い
た
だ
き
、
回
答

へ
の
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

▪
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
回
答
を

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の

た
め
、
安
全
で
便
利
な
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回

答
を
ぜ
ひ
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。
く
わ
し
く

は
、
５
月
下
旬
に
調
査
員
が
配
布
す
る
資
料

で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

【募集人数】3人
【応募資格】次の条件を全て満たす人▶20歳以上である
▶市内に住んでいる▶環境問題に関する知識と経験がある
▶住んでいる地域で市が行う環境事業に協力することがで
きる▶委員としての活動に関して氏名などを公表すること
ができる
【任期】委嘱の日から2年間
【報酬】会議1回あたり4,500円
【申込み】５月10日（月）～ 21日（金）まで（消印有効）に、
同課窓口または市ホームページにある応募用紙に必要事項
を書き、「筑後市の環境に関する施策や取り組みについて
の提案・意見」をテーマにした作文（800字程度）を添えて、
かんきょう課（〒833-8601〈住所不要〉）へ。
※応募多数の場合は、作文で選考します。

ホームページはこちら▶

　消火器の取り扱いと解体処理には、専門的な知識や設
備を必要とするため、日本消火器工業会がメーカーと協力
してリサイクルシステムを構築しています。
　リサイクルシステムの確立により、4月1日から同課で
の消火器の引き取りを中止しました。消火器の処分を検討
する人は、下記「消火器リサイクル推進センター」に問い
合わせてください。
▪消火器リサイクル推進センター
【受付時間】9:00～17:00
※土・日曜日、祝日と12:00～13:00を除く。
【コールセンター】☎03-5829-6773

　「川と水を守る運動」は、市民と事業所が中心になって
取り組む協働清掃作業のことで、昭和55年から始まり、今
年で42年目を迎えます。代々受け継がれてきた地元愛が、
筑後の豊かな自然と水環境の保全につながっています。
　今年は5月9日（日）・16日（日）に実施を予定していまし
たが、昨年に引き続き、新型コロナウイルス感染拡大防止
のため中止にします。
　各行政区より実施の周知をされているところもあります
が、ご理解をお願いします。
　次回実施する際には、参加と協力をお願いします。

　市に寄せられる公害苦情の中でも、野焼きに対する苦情
は非常に多い状況です。「近所で野焼きをしていて煙たい」
「臭いや灰が洗濯物に付く」「家族に病人がいて困っている」
という苦情が頻繁に寄せられています。
　野焼きは法律で禁止されています。例外として、稲わら
の焼却など営農上やむを得ないものや、風俗習慣上・宗教
上の行事を行うために必要な焼却などについては認められ
ていますが、近隣住民への配慮は必要です。周辺環境に
対し、次のような配慮を心掛けて行ってください。
▪例外で野焼きをする場合の注意点
●焼却することを事前に近隣住民へ周知する
●焼却をする際、近隣住民に対し窓を閉めてもらうようお
願いする
●焼却する際は、時間帯や風の向きを考えるなど

【問合せ】かんきょう課（☎53-4120）

【問合せ】かんきょう課（☎53-4120）【問合せ】かんきょう課（☎53-4120）

【問合せ】かんきょう課（☎53-4120）

筑後市環境審議会委員を
募集します

「川と水を守る運動」は
中止にします

消火器の
処分方法について

野焼きは犯罪です !!
5年以下の懲役または1,000万円以下の罰金
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②
法
で
規
定
す
る
暴
力
団
員
で
は
な
い
ま

た
は
暴
力
団
員
と
密
接
な
関
係
を
有
し
な

い
人
（
同
一
世
帯
者
も
含
む
）

▪
補
助
率
と
額

　
耐
震
改
修
工
事
に
要
す
る
額
の
40
㌫
に

相
当
す
る
額
で
、
上
限
額
は
1
件
あ
た
り

60
万
円
。

※
補
助
申
請
の
前
に
、
市
と
の
協
議
が
必

要
で
す
。
申
請
前
に
工
事
着
手
し
た
場
合

は
補
助
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
の
で
、
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
来
年
2
月
28
日

（月）
ま
で
に
工
事
完
了
と
完
了
実
績
報
告
書

の
提
出
が
必
要
で
す
。

▪
問
合
せ

　
都
市
対
策
課
（
☎
�
７
０
２
９
）

※
く
わ
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は

こ
ち
ら
▼

　
市
で
は
、
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り

の
た
め
に
、
木
造
戸
建
て
住
宅
の
耐
震
改

修
工
事
費
の
一
部
を
補
助
す
る
事
業
を
実

施
し
ま
す
。

▪
補
助
対
象
住
宅

①
市
内
に
存
在
す
る

②
昭
和
56
年
5
月
31
日
以
前
に
建
築
ま

た
は
工
事
着
工
し
た
も
の
で
あ
る

③
耐
震
診
断
（
※
１
）
の
結
果
、
上
部
構

造
評
点
が
１・０
未
満
で
あ
る
木
造
戸
建

て
住
宅
で
あ
る

④
自
己
の
居
住
用
住
宅
で
あ
る

⑤
耐
震
改
修
工
事
に
よ
り
建
築
基
準
法
ま

た
は
関
係
法
令
の
規
定
に
違
反
す
る
も
の

で
は
な
い

（
※
１
）
一
般
財
団
法
人
日
本
建
築
防
災

協
会
「
木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
と
補
強
方

法
」
の
一
般
診
断
法
に
よ
り
ま
す
。

▪
補
助
対
象
者

①
市
税
（
筑
後
市
税
条
例
第
３
条
に
規

定
す
る
税
目
）
と
国
民
健
康
保
険
税
を
滞

納
し
て
い
な
い
人（
同
一
世
帯
者
も
含
む
）

▪
市
営
住
宅

　
次
の
団
地
の
家
賃
は
、
世
帯
の
月
収
で

決
ま
り
ま
す
。

【
鶴
田
団
地（
大
字
鶴
田
）】▼
２
Ｄ
Ｋ（
１

戸
。
単
身
可
）
＝
１
万
６
，
８
０
０
円
～

３
万
３
，１
０
０
円
▼
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ（
１
戸
）

＝
２
万
１
，
１
０
０
円
～
４
万
１
，
４
０

０
円

【
常
用
団
地（
大
字
常
用
）】▼
３
Ｄ
Ｋ（
１

戸
。
単
身
可
）
＝
１
万
６
，
０
０
０
円
～

３
万
１
，
５
０
０
円

※
２
階
建
て
。

【
常
用
団
地（
大
字
常
用
）】▼
２
Ｄ
Ｋ（
１

戸
。
単
身
可
）
＝
２
万
２
０
０
円
～
３
万

９
，
６
０
０
円

※
７
階
建
て
。

【
玄
ヶ
野
団
地
（
大
字
熊
野
）】
▼
２
Ｌ
Ｄ

Ｋ
（
３
戸
。
単
身
可
）
＝
２
万
１
，
７
０

０
円
～
３
万
６
，
９
０
０
円

▪
特
定
公
共
賃
貸
住
宅

【
井
田
団
地
（
大
字
井
田
）】
▼
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ

（
１
戸
）
＝
４
万
９
，
０
０
０
円

※
た
だ
し
、
同
居
者
に
義
務
教
育
修
了
前

の
子
が
い
る
場
合
は
、
４
万
５
，
０
０
０

円
。

▪
入
居
時
期

　
６
月
下
旬

▪
申
込
み
・
問
合
せ

　
５
月
６
日
（木）
～
13
日
（木）
ま
で
に
、
都
市

対
策
課
（
☎
�
７
０
２
９
）
へ
。

※
応
募
が
な
か
っ
た
住
宅
は
、
６
月
１
日

（火）
か
ら
一
定
期
間
募
集
を
行
い
ま
す
。

※
応
募
資
格
な
ど
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

ま
た
は
募
集
案
内
で
確
認
し
て
く
だ
さ

い
。

安
全
・
安
心
な
住
宅
を

木
造
戸
建
て
住
宅
耐
震

改
修
工
事
費
補
助
金

  

特
定
公
共
賃
貸
住
宅
は

　
　
　
　
　

  

こ
ち
ら
▼

  

市
営
住
宅
は
こ
ち
ら
▼

入
居
者
募
集
!!

市
営
住
宅
・

　
　
特
定
公
共
賃
貸
住
宅

　子宮頸がん予防ワクチンは、接種後にワクチンとの因果
関係を否定できない持続的な痛みなどがみられた事例があ
ったため、積極的な接種勧奨が中止されています。
　このような状況で接種を希望する場合は、そのリスクと
有効性などを十分理解した上での接種をお願いします。

【標準的な接種対象】中学1年生相当年齢～高校1年生
相当年齢の女性

【費用】無料
【接種回数】3回
【接種場所】受託医療機関（要予約）
※受託医療機関は、市ホームページで確認することができ
ます。

【持ってくる物】予診票、母子健康手帳、被保険者証など
住所を確認することができるもの
※予診票は医療機関または同センターの
窓口にあります。

　市は、食育に関する団体の代表や一般公募などで構成
する「ちっごの生命をつなぐ食育運動推進会議」を設置し、
食育の推進に取り組んでいます。
　このたび、同会議委員の一員として、食育運動を推進す
る一般委員を募集します。

【募集人数】5人以内
【対象】市内に住んでいる18歳以上の人
【任期】2年間（7月～令和5年 6月）
【会議回数】平日の昼間に年 4回程度開催予定　
※会議時に未就学児の託児あり。

【申込み】5月25日（火）まで（消印有効）に、「食と健康」
をテーマにした作文（800字以内）に、住所・氏名・電話
番号を書いて、健康づくり課（〒833-8601〈住所不要〉）へ。
※応募多数の場合は、作文で選考します。

【問合せ】子育て世代包括支援センター（☎48-1968） 【問合せ】健康づくり課（☎53-4231）

くわしくはこちら▶くわしくはこちら▶

子宮頸
けい

がん予防
ワクチン接種について

ちっごの生
い の ち

命をつなぐ
食育運動推進会議委員募集

　市は、地元主体で実施する公共性が高い私道などの工
事に対し、費用の2分の1を限度にして補助金を交付して
います。

【対象】道路拡幅、舗装、側溝設置工事など
【要件】▶生活道路として、3年以上使用されている道路
である▶道路幅員が2.7m以上である（ただし、舗装のみ
の場合は、1.8m以上であること）▶道路に隣接して、所
有者が異なる3戸以上の家屋がある
※くわしくは、同課へ問い合わせてください。

【申込み】6月30日（水）までに同課へ。
※土・日曜日、祝日を除く。
※予算を超える申し込みが
あった場合は、抽選になり
ます。

　市は、市営施設の使用料徴収事務を下表のとおり委託
しました。

【問合せ】道路課（☎53-4114） 【問合せ】都市対策課（☎65-7028）

私道等整備事業
補助金交付制度

市営ループ東・西駐車場

委託先 公益社団法人筑後市シルバー人材センター

委託期間 来年3月31日（木）（1年間）

市民の森公園テニスコート・窓ケ原公園

委託先 公益社団法人筑後市シルバー人材センター

委託期間 来年3月31日（木）（1年間）

水田公園

委託先 水田校区コミュニティ協議会

委託期間 令和6年3月31日（日）（3年間）

市営施設使用料徴収事務委託の
お知らせ
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る
影

響
が
長
期
化
す
る
中
で
、
低
所
得
の
子
育
て

世
帯
に
対
し
、
生
活
の
支
援
を
行
う
た
め
の

特
別
給
付
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

▪
支
給
対
象
者

1
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
児
童
扶
養
手

当
受
給
者
な
ど

①
令
和
３
年
４
月
分
の
児
童
扶
養
手
当
受
給

者
（
申
請
不
要
）

②
公
的
年
金
な
ど
の
受
給
者
で
児
童
扶
養
手

当
の
支
給
を
受
け
て
い
な
い
人
（
申
請
が
必

要
）

③
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
を

受
け
て
家
計
が
急
変
し
、
直
近
の
収
入
が
児

童
扶
養
手
当
の
対
象
に
な
る
水
準
に
下
が
っ

た
人
（
申
請
が
必
要
）

2
住
民
税
非
課
税
の
子
育
て
世
帯
（
ふ
た
り

親
世
帯
分
）
に
つ
い
て
は
、
く
わ
し
く
分
か

り
次
第
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▪
支
給
額

　
児
童
１
人
当
た
り
一
律
５
万
円

▪
問
合
せ

　
子
育
て
支
援
課
（
☎
�
７
０
１
７
）

※
申
請
方
法
や
申
請
期
間
な
ど
、
く
わ
し
く

は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　
市
は
、
子
育
て
支
援
施
策
の
推
進
に
係
る

審
議
な
ど
を
す
る
た
め
の
委
員
を
募
集
し
ま

す
。

【
募
集
人
数
】
３
人
程
度

※
そ
の
う
ち
１
人
は
、
小
学
生
以
下
の
子
ど

も
を
持
つ
保
護
者
。

【
応
募
資
格
】
▼
市
内
に
住
む
18
歳
以
上
の

人
▼
子
育
て
支
援
に
関
心
の
あ
る
人

【
任
期
】
２
年
間
（
8
月
1
日
（日）
か
ら
）

【
内
容
】
子
ど
も
・
子
育
て
会
議
で
の
意
見

聴
取
な
ど
（
年
に
数
回
）

【
報
酬
】
会
議
１
回
あ
た
り
４
，
５
０
０
円

【
申
込
み
・
問
合
せ
】
5
月
6
日
（木）
～
25
日

（火）
ま
で
（
必
着
）
に
、
子
育
て
支
援
課
窓
口

ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
る
応
募
用
紙

に
必
要
事
項
を
書
き
、「
筑
後
市
の
子
育
て

支
援
に
望
む
こ
と
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
作
文

（
４
０
０
字
程
度
）
を
添
え
て
、
直
接
ま
た

は
郵
送
で
子
育
て
支
援
課
（
〒
833
‐
８
６
０

１
〈
住
所
不
要
〉
☎
�
７
０
１
７
）
へ
。

※
応
募
多
数
の
場
合
は
、
作
文
で
選
考
し
ま

す
。

子
育
て
世
帯
生
活
支
援

特
別
給
付
金

（
ひ
と
り
親
世
帯
分
）

筑
後
市

子
ど
も
・
子
育
て
会
議

委
員
募
集

　
市
奨
学
会（
会
長
＝
西
田
正
治
市
長
）

は
、
企
業
な
ど
か
ら
の
寄
付
金
や
市
の

補
助
金
を
基
に
、
市
内
の
中
学
校
を

卒
業
し
高
等
学
校
な
ど
へ
進
学
す
る
生

徒
を
対
象
に
、
子
ど
も
た
ち
が
夢
や
希

望
を
持
っ
て
進
学
で
き
る
よ
う
、
奨
学

金
の
給
付
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
奨
学
金
に
は
、
下
記
の
２
種
類
が
あ

り
ま
す
。
現
在
、
一
般
奨
学
金
を
１
学

年
15
人
に
、
特
別
奨
学
金
を
１
学
年
３

人
に
給
付
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
、
こ
の
制
度
を
さ
ら
に
充
実
さ

せ
、
よ
り
多
く
の
子
ど
も
た
ち
が
自
分

の
夢
を
実
現
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
、
企
業
か
ら
の
寄
付
金
や
市
の
補
助

金
に
加
え
、
広
く
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら

の
寄
付
金
を
募
り
ま
す
。

【
寄
付
金
額
】
１
口
２
，
０
０
０
円

【
寄
付
方
法
】
現
金

【
申
込
み
・
問
合
せ
】
学
校
教
育
課
に

あ
る
申
込
書
に
必
要
事
項
を
書
い
て
、

同
課
（
☎
�
７
０
３
８
）
へ
。

※
２
，
０
０
０
円
を
超
え
た
金
額
は
、

一
定
限
度
ま
で
税
の
寄
附
金
控
除
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は

こ
ち
ら
▼

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は

こ
ち
ら
▼

一般奨学金
　勉学意欲がありながら経済的理由により学費の支払い
が困難な人に対して給付するもの（月額１万円。3年間
給付）

特別奨学金
　将来、社会の各分野で活躍することができる人材を育
成することを目的に給付するもの（月額１万5,000円。
3年間給付）

▪奨学金の種類

未
来
を
拓ひ

ら

く

子
ど
も
た
ち
に
応
援
を

市
奨
学
事
業
市
民
寄
付
募
集

　
地
震
・
津
波
や
武
力
攻
撃
な
ど
の

発
生
時
に
備
え
、
全
国
瞬
時
警
報
シ

ス
テ
ム
（
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
）
を
用
い
た
情

報
伝
達
訓
練
を
行
い
ま
す
。

　
今
年
度
は
年
３
回
の
訓
練
が
予
定

さ
れ
て
い
て
、
今
回
が
１
回
目
で
す
。

市
内
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
無
線
子
局
（
89

カ
所
）
と
市
内
各
所
に
あ
る
戸
別
受

信
機
（
約
６
０
０
台
）
か
ら
一
斉
に
テ

ス
ト
放
送
が
流
れ
ま
す
。

【
と
き
】
５
月
19
日
（水）
午
前
11
時
ご
ろ

　4月1日付けで総務大臣から加藤義弘さん（野町、67歳）
と小田美穂さん（長浜、66歳）が、行政相談委員に委嘱
されました。
　同委員は、地域住民の皆さんの身近な相談相手として、
行政サービスや手続きに関する相談・要望を受け付け、相
談者への助言や関係行政機関への通知などの仕事を無報
酬で行っています。
　また、長年携わってきた橋本タジ子さん（若菜、78歳）
と平野正道さん（徳久、73歳）は、3月31日付けで退任
しました。
▪行政相談所
【とき】毎月第3木曜日、10:00～12:00
【ところ】市民相談室（福祉課内）
▪相談例
　▶水路に柵がなく、危険なので柵を設置してほしい▶車の
停止線が交差点に近すぎて危険なので改善してほしいなど
▪問合せ
　福祉課（☎65-7021）
※相談無料。予約不要。秘密厳守。
※行政相談は、毎月「相談事業」のページに掲載しています。

▪職種
　給食調理員（パートタイム）
▪募集人員
　2名程度
▪任用期間
　任用開始日～7月31日
※任用開始日は採用者と相談して決定します。
※勤務成績が良好な場合には、2学期以降も任用すること
があります。
▪勤務条件
【職務内容】市内小学校での給食調理業務
【時給】930円
※給料のほか、通勤に係る費用を支給します。
【勤務日数】週2～3日
【勤務時間】8:20～16:50の間で、3～7時間 45分（昼
休憩45分）
※学校が必要とする時間帯での勤務になります。
※午前中だけの勤務もあります。
▪選考方法
　個人面接
※面接は随時実施。日時は応募後にお知らせします。
▪申込み・問合せ
　学校教育課またはハローワークにある専用登録申込書に
必要事項を書いて、直接または郵送で学校教育課（〒833-
8601〈住所不要〉☎65-7038）へ。
※専用登録申込書は、市ホームページからダウンロードす
ることもできます。

困ったときは相談してください！小学校給食調理員を
募集します 行政相談委員に

加藤義弘さん、小田美穂さん

◀
小
田
美
穂
さ
ん
（
新
任
）

◀
加
藤
義
弘
さ
ん
（
新
任
）ホームページはこちら▶

Ｊ
ア
ラ
ー
ト

情
報
伝
達
訓
練
を

実
施
し
ま
す

【
問
合
せ
】防
災
安
全
課

（
☎
�
７
２
６
０
）　
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いつまでも健康な体を
　　　　　　　保つために
「ちっごステップ教室（旧足腰ぴんしゃん塾）」参加者募集

　ステップ運動（踏み台昇降）は安全で効果的な有酸
素運動です。継続して取り組むことで、認知症や転倒
の予防、生活習慣病の予防改善などさまざまな効果が
あります。
　楽しく運動習慣を身に付け、いつまでも健康を保ちま
しょう。
【とき】6 月7日（月）～ 9 月13日（月）の毎週月曜日、10:
00 ～ 11:30（全 12 回）
※ 7 月 12 日（月）、8 月 9 日（月）・16 日（月）を除く。
【ところ】チクロス（ホール 1）
【対象】市内に住んでいる概ね 65 歳以上（介護保険の
要支援・要介護の認定を受けていない）の人
※生活習慣病や治療が必要な疾患がある場合は、主治
医の許可が必要です。

【内容】踏み台昇降、ウオーキング、筋力トレーニング、
バランストレーニング、脳トレレクリエーションなど
【講師】健康運動指導士
【参加費】1,200 円（途中でキャンセルした場合、返金
はしません）
※踏み台は貸し出しますが、感染症対策として購入する
ことも可能です。希望する人は、教室参加時に購入する
ことができ、1 台 3,300 円（税込）です。
【定員】15 人になり次第締め切り（応募多数の場合は、
過去に「足腰ぴんしゃん塾」に参加したことがない人
を優先して抽選）
【申込み・問合せ】5 月 17 日（月）までに
高齢者支援課（☎ 53-4255）へ。

くわしくはこちら▶

【
問
合
せ
】
税
務
課

（
☎
�
４
１
１
３
）

　
身
体
に
障
害
が
あ
る
人
な
ど
が
利
用
す
る

軽
自
動
車
な
ど
で
、
一
定
の
条
件
に
該
当
す

る
場
合
、申
請
す
る
こ
と
で
軽
自
動
車
税（
種

別
割
）
を
減
免
し
ま
す
。
減
免
す
る
こ
と
が

で
き
る
の
は
、
次
の
対
象
者
本
人
ま
た
は
生

計
を
共
に
す
る
人
の
名
義
で
登
録
さ
れ
た
軽

自
動
車
な
ど
で
す（
１
人
に
つ
き
１
台
限
り
）。

な
お
、
す
で
に
自
動
車
税
（
県
税
）
の
減
免

を
受
け
て
い
る
人
は
、
軽
自
動
車
税
（
種
別

割
）
の
減
免
申
請
を
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。

　
ま
た
、
減
免
を
受
け
て
い
る
自
動
車
を
買

い
替
え
た
な
ど
、
変
更
が
あ
る
場
合
は
、
再

度
申
請
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

【
対
象
】
身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
、

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
、
戦
傷
病
者

手
帳
の
い
ず
れ
か
を
持
っ
て
い
る
人

※ 
障
害
の
程
度
に
よ
っ
て
は
、
申
請
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

【
持
っ
て
く
る
物
】
前
記
の
手
帳
の
い
ず
れ

か
と
軽
自
動
車
税（
種
別
割
）納
税
通
知
書
、

車
検
証
、
運
転
免
許
証
、
印
鑑
（
朱
肉
を
使

う
も
の
に
限
る
）、
個
人
番
号
が
記
載
さ
れ

て
い
る
も
の
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
・
通

知
カ
ー
ド
な
ど
）

【
問
合
せ
】
高
齢
者
支
援
課

（
☎
�
４
２
５
５
）

　
頭
の
切
り
替
え
を
必
要
と
す
る
運
動
や
手

先
を
細
か
く
使
う
運
動
は
、
そ
れ
ら
が
脳
へ

の
刺
激
に
な
っ
て
認
知
症
予
防
に
有
効
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

　
誰
も
が
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
手
工
芸
の

活
動
を
通
し
て
、
手
指
を
動
か
し
、
認
知
症

予
防
に
取
り
組
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

【
と
き
】
６
月
２
日

（水）
～
23
日

（水）
の
毎
週
水

曜
日
、
午
前
10
時
～
11
時
半
（
全
４
回
）

【
と
こ
ろ
】
サ
ン
コ
ア
（
第
５
講
習
室
）

【
対
象
】
市
内
に
住
ん
で
い
る
概お

お
むね

65
歳
以

上
の
人

※
送
迎
サ
ー
ビ
ス
は
あ
り
ま
せ
ん
。

【
内
容
】
認
知
症
予
防
講
話
、
ス
ト
レ
ッ
チ

体
操
、
手
工
芸
、
脳
ト
レ
な
ど

※
手
工
芸
は
「
紙
バ
ン
ド
」
で
の
小
物
作
り

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

【
講
師
】
市
作
業
療
法
士
な
ど

【
参
加
費
】
無
料

※
別
途
、
材
料
費
と
し
て
４
０
０
円
が
必
要

で
す
。

【
定
員
】
10
人
（
応
募
多
数
の
場
合
は
、
市

が
実
施
す
る
教
室
に
初
め
て
参
加
す
る
人
を

優
先
し
て
抽
選
）

【
申
込
み
】
５
月
17
日

（月）
ま
で
に
同
課
へ
。

　
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
で
は
、

生
活
習
慣
病
の
発
症
や
重
症
化
予
防
、

口
腔
機
能
低
下
や
肺
炎
な
ど
の
疾
病
を

予
防
す
る
た
め
、
被
保
険
者
を
対
象
に

各
種
健
診
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

▪
健
康
診
査

【
対
象
】
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者

※
生
活
習
慣
病
で
治
療
中
の
人
も
受

診
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

【
受
診
方
法
】
か
か
り
つ
け
医
ま
た
は

前
回
健
康
診
査
を
受
け
た
医
療
機
関

な
ど
で
健
康
診
査
を
受
診
で
き
る
か

確
認
し
、
予
約
を
し
て
く
だ
さ
い
。
　

※
６
月
か
ら
実
施
す
る
市
の
集
団
検
診

で
受
診
す
る
場
合
は
、
事
前
に
、
健
康

づ
く
り
課
（
☎
�
４
２
３
１
）
へ
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※
健
診
日
な
ど
、
く
わ
し
く
は
広
報
紙

と
一
緒
に
配
布
し
て
い
る
「
住
民
検
診

の
ご
あ
ん
な
い
」
で
確
認
し
て
く
だ
さ

い
。

【
持
っ
て
く
る
物
】
自
己
負
担
金
５
０

０
円
、
被
保
険
者
証
、
受
診
票
（
対

象
者
に
は
４
月
下
旬
に
送
付
し
て
い
ま

す
）

【
受
診
期
限
】
来
年
３
月
31
日

（木）

▪
歯
科
健
診

【
対
象
】
昭
和
20
年
４
月
１
日
～
昭
和

21
年
３
月
31
日
生
ま
れ
の
被
保
険
者

※
例
外
と
し
て
、
今
年
12
月
ま
で
に
限

り
、
77
歳
以
上
の
人
も
昨
年
度
ま
で
に

受
診
し
た
こ
と
が
な
い
場
合
は
受
診
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
長
期
入
院
中
や
施
設
入
所
中
の
人

な
ど
を
除
く
。

【
受
診
方
法
】
歯
科
健
診
を
実
施
し
て

い
る
医
療
機
関
に
予
約
を
し
て
受
診
し

て
く
だ
さ
い
。

【
持
っ
て
く
る
物
】受
診
料
３
０
０
円
、

被
保
険
者
証
、
受
診
券
（
対
象
者
に

は
５
月
下
旬
に
送
付
さ
れ
ま
す
）

【
受
診
期
間
】
６
～
12
月

【
問
合
せ
】
▼
県
後
期
高
齢
者
医
療
広

域
連
合
お
問
い
合
わ
せ
セ
ン
タ
ー
（
☎

０
９
２・６
５
１・３
１
１
１
）

▼
市
民
課
（
☎
�
７
０
１
６
）

疾
病
予
防
に

健
診
を
利
用
し
ま
し
ょ
う
！

～
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
お
知
ら
せ
～

軽
自
動
車
税（
種
別
割
）の

納
期
限
・
減
免
手
続
き
は
、

５
月
31
日
（月）
ま
で

認
知
症
予
防
教
室

「
脳
活
ク
ラ
ブ
」

参
加
者
募
集

【とき】６月 12 日（土）9:00 ～ 15:00 予定
※少雨決行。現地集合・解散。
【ところ】県営筑後広域公園（芝生広場ほか）
【対象】市内に住んでいる小学４年生～中学生
【内容】テント設営体験、薪

まき

割り・火起こし・簡易調理体
験、手作りたこ工作体験（たこ揚げ）
【参加費】500 円
【定員】36 人（応募多数の場合は抽選）
【申込み】5 月 20 日（木）17:00 までに同課へ。
※申し込みは電子申請からもできます。

　市は、市の行事などで活躍してくれる中学生・高校生
ボランティアを養成する同塾の塾生を募集します。
【とき】▶講座＝５月 30 日（日）、7 月 25 日（日）、8 月 29 日（日）、
10 月 31 日（日）、来年 1 月 23 日（日）（全５回）▶ボランティ
ア体験＝全 7 日程度
※くわしくは、市ホームページで確認してください。
【ところ】サンコアなど
【対象】市内に住んでいる中学生・高校生
※これまでに参加したことがある人も大歓迎です。
【内容】救命講習会や各種講座を受けながら、子ども会行
事や成人式、ちっごマラソン大会などのボランティアを体
験します。
【定員】20 人（応募多数の場合は抽選）
【申込み】５月 17 日（月）15:00 までに同課へ。
※申し込みは電子申請からもできます。

【問合せ】社会教育課（☎65-7056）

中学生・高校生ボランティア
ちっご塾

　

　今年度の同イベントは、新型コロナウイルス感染
症の収束が見通せないため中止にします。
　今後、同イベントについては、開催の是

ぜ

非
ひ

を含め、
イベントの在り方について検討していきます。
【問合せ】社会教育課（☎ 53-2516）

サンコアフェスタ中止のお知らせ

【問合せ】社会教育課（☎65-7056）

デイキャンプからはじめよう
友愛トレーニングキャンプ参加者募集

申し込みはこちら▶

▲ホームページはこちら ▲申し込みはこちら
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当番医 （市内の所在地は大字表記）令和3年５月　ちくご市民カレンダー

川の駅船小屋
「恋ぼたる」

【問合せ】▶温泉
館＝☎ 52-886
6 ▶物産館＝☎
52-8188

くわしくはこちら▲

イベント情報

日 月 火 水

2 3
          　

憲法記念日 4
          　

みどりの日 5
          　

こどもの日

9 10 11
社）聖火リレー

12
健）にこにこウォーキン
      グ教室
高）ロコトレ教室

16 17
社）山

さん

梔
し

窩
か

祭
18 19

健）にこにこウォーキン
      グ教室
高）ロコトレ教室

23 24
公）Zoom体験講座

25
公）エクセル初級講座

26
健）にこにこウォーキン
      グ教室
高）ロコトレ教室

30 31 6/1
公）エクセル初級講座

2
健）にこにこウォーキン
      グ教室
高）ロコトレ教室
高）脳活クラブ
公）日商簿記初級講座

広報ちくご発行日
広報

図書館休館日

図書館休館日

図書館休館日

図書館休館日

【納期限】
5 月 31日（月）

軽自動車税

今月の税

休日窓口
（8:30～12:00）

 9日（日）   
23日（日）

※市民課（一部）と
税務課（一部）だけ

◀このマークは、2 軍戦開催日（タマスタ筑後）です。くわしく
は「タマスタ筑後 若鷹 N

ニ ュ ー ス
EWS（23 ページ）」を見てください。

▪樟
くす

の香り
コンサート

▶ 3日（祝）＝P
ピ

i
a

ア リ ン バ

rimba ▶ 4 日
（祝）＝深町音楽院
▶5日（祝）＝白凪
▶16日（日）・23
日（日）＝未定▶
30 日（日）＝永田
ゆきを
※第1部13:00
から、第2部14:
00 から（各 30
分）。
※ 出演者などの
くわしい情報は、
決まり次第、恋
ぼたるホームペ
ージなどでお知
らせします。
▪恋ぼたる d

デ

e
マルシェ

　3 日（祝）・4 日
（祝）10:00 ～17:
00
▪恋マーケット
　30日（日）10:
00 ～ 16:00

大橋整形外科クリニック（西牟田） ☎51-7001
植田病院（西牟田） ☎53-5161
橋本眼科医院（小郡市） ☎72-2335
こが歯科（長浜） ☎27-7117
よしいずみ歯科（長浜） ☎ 42-3555
耳鼻咽喉科伊東医院（柳川市） ☎0944-72-2557

あさかわ整形外科クリニック（山ノ井） ☎51-7339
杉村こどもクリニック（水田） ☎52-8915
林眼科医院（久留米市） ☎32-2168
下川歯科医院（和泉） ☎53-7720
柳迫歯科医院（八女市） ☎0943-24-5554
わたなべ耳鼻咽喉科医院（久留米市） ☎26-8711

5 月 2 日（日）

5 月 3 日（祝）

小林レディースクリニック（水田） ☎53-0012
チクゴ医院（尾島） ☎53-4350
しらお眼科クリニック（久留米市） ☎51-4100
まちの歯科医院（和泉） ☎ 42-1515
永田歯科医院（八女市） ☎0943-22-3511
ヤタケ耳鼻咽喉科医院（久留米市） ☎21-6924

木附外科医院（山ノ井） ☎53-3945
山﨑医院（山ノ井） ☎53-2753
末田眼科（久留米市） ☎35-1231
高山歯科医院（山ノ井） ☎53-2728
森田歯科医院（八女市） ☎0943-24-3055
まえだ耳鼻咽喉科クリニック（八女市）☎0943-30-1187

5 月 4 日（祝）

5 月 5 日（祝）

中村クリニック（野町） ☎52-7311
川上小児科医院（徳久） ☎54-0630
しらたに眼科（久留米市） ☎31-6660
大石歯科医院（八女市） ☎0943-24-1111
川口耳鼻咽喉科医院（久留米市） ☎32-2107

寺﨑脳神経外科（山ノ井） ☎ 42-1234
柿添医院（新溝） ☎51-1239
杉田眼科医院（久留米市） ☎22-2020
ふじわら歯科医院（庄島） ☎52-4067
かみむら耳鼻咽喉科（大牟田市） ☎0944-52-4426

5 月 9 日（日）

5 月16 日（日）

牛島医院（一条） ☎53-3808
なかの内科・消化器科（山ノ井） ☎53-5668
久留米大塩眼科クリニック（久留米市） ☎36-8200
江﨑内科歯科医院（八女市） ☎0943-22-5809
大渕耳鼻咽喉科クリニック（八女市）☎0943-23-2811

馬田医院（山ノ井） ☎53-2563
あだち循環器科内科クリニック（山ノ井）☎53-3044
久留米おの眼科医院（久留米市） ☎ 46-7724
内藤歯科医院（八女市） ☎0943-42-4086
井之口耳鼻咽喉科医院（久留米市） ☎34-3387

5 月 23 日（日）

5 月 30 日（日）

2・4・16・30日＝公立八女総合病
院（八女市） ☎0943-23-4131

3・5・9・23日＝筑後市立病院（和泉） ☎53-7511

月・水・金曜日＝公立八女総合病院 ☎0943-23-4131
火・木曜日＝筑後市立病院 ☎53-7511

平日19:00～翌 7:00
土曜日12:00～翌 7:00 聖マリア病院など ☎#8000
日曜日・祝日7:00～翌 7:00

筑後市立病院 ☎53-7511

▪日曜祝日小児救急診療(受付＝9:00～14:30)

▪夜間小児救急診療(受付＝19:00～21:30）

▪救急指定病院

▪福岡県小児救急医療電話相談

●火災発生状況のお知らせ（☎0180-999-833）

●救急電話相談「☎#7119」「☎092-471-0099」
救急？病院？迷ったら、看護師に相談を（24 時間体制）

図書館休館日

木 金 土

1
図）チャイルドライブラ
　　リアン

6 7
福） 献血
公） 野菜づくり講座

8
図）チャイルドライブラ
　　リアン
図）図書館でボードゲー
　　ム
図）スペシャルおはなし
　　会

13 14 15
図）英語のおはなし会ス
　　ペシャル

20
福） 献血
図）ゆっくり読書タイム
公）Z

ズ ー ム

oom体験講座

21
公）Zoom体験講座
公） 野菜づくり講座

22

27 28
公）エクセル初級講座

29

～防災情報を発信しています～

F
フ ェ イ ス ブ ッ ク
acebook▶

イベント情報や
防災情報など

防災メール
まもるくん▶
生活情報や防災
情報など

Y
ヤ フ ー
ahoo!

防災情報▶
災害マップや
防災情報など

図書館休館日

（
ち
く
ご
市
民
カ
レ
ン
ダ
ー
は
、

　
　
　
　
　
見
や
す
い
場
所
に
貼
っ
て
活
用
し
て
く
れ
る
と
、
う
れ
し
い
ま
～
る
！
）

【担当課電話番号】
健）＝健康づくり課（☎53-4231） 公）＝中央公民館 （☎53-2178） 休日窓口＝市民課 （☎53-4112）
高）＝高齢者支援課（☎53-4255） 図）＝図書館 （☎51-7200） 税務課 （☎53-4113）
社）＝社会教育課 （☎65-7072） 福）＝福祉課 （☎65-7021）
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　「
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
一
緒
に
レ
オ
ン
の
散

歩
に
行
っ
て
も
ら
い
た
い
ん
だ
け
ど
…
。」

　
お
じ
い
ち
ゃ
ん
は
、テ
レ
ビ
を
消
し
て
、

「
お
う
、
ま
か
せ
と
け
。」

と
言
っ
て
立
ち
上
が
っ
た
。

　
お
じ
い
ち
ゃ
ん
は
、
う
れ
し
そ
う
だ
っ

た
。

　
わ
た
し
も
何
だ
か
う
れ
し
か
っ
た
。

　
高
齢
者
へ
の
配
慮
は
、
思
い
込
み
や
偏

見
に
と
ら
わ
れ
ず
に
、
相
手
の
気
持
ち
を

理
解
し
よ
う
と
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

相
手
の
気
持
ち
を
考
え
ず
一
方
的
に
行
わ

れ
る
と
、
時
に
人
間
の
尊
厳
を
侵
す
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

　
本
教
材
を
通
し
て
、
高
齢
者
へ
の
配
慮

の
在
り
方
を
考
え
、
互
い
が
人
や
社
会
の

役
に
立
っ
て
い
る
と
感
じ
る
こ
と
（
自
己

効
力
感
）
が
大
切
で
す
。

　
人
権
教
育
学
習
教
材
集「
あ
お
ぞ
ら
２
」

（
県
教
育
委
員
会
）

　
県
教
育
委
員
会
で
は
、学
校
で
の
人
権・

同
和
教
育
を
進
め
る
た
め
に
、教
材
集「
あ

お
ぞ
ら
２
」
を
作
成
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
中
学
校
用
教
材
で
高
齢
者
の

人
権
を
テ
ー
マ
に
し
た
「
ど
う
し
た
ん
だ

ろ
う
」
を
紹
介
し
ま
す
。

　
２
年
前
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
病
気
で
亡

く
な
っ
て
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
は
一
人
で
暮
ら

し
て
い
た
。

　
一
人
に
な
っ
た
お
じ
い
ち
ゃ
ん
を
放
っ

て
は
お
け
な
い
と
、
お
父
さ
ん
と
お
母
さ

ん
が
話
し
合
い
、
う
ち
に
来
て
も
ら
う
こ

と
に
な
っ
た
。

　
お
じ
い
ち
ゃ
ん
は
、
前
の
家
で
や
っ
て

い
た
よ
う
に
、
家
の
片
づ
け
や
庭
の
手
入

れ
な
ど
、
せ
っ
せ
と
働
い
た
。

　
あ
る
日
、
い
つ
も
の
よ
う
に
片
づ
け
を
し

よ
う
と
し
て
い
る
お
じ
い
ち
ゃ
ん
に
、
お
母

さ
ん
が
こ
う
言
っ
た
。

　「
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
片
づ
け
な
ら
私
が
す
る

か
ら
、お
じ
い
ち
ゃ
ん
は
何
も
し
な
い
で
、ゆ
っ

く
り
し
て
い
て
く
だ
さ
い
ね
。」

　
そ
の
夜
お
じ
い
ち
ゃ
ん
が
寝
た
後
、
家
族

で
話
し
て
い
た
ら
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
の
話
題

に
な
っ
た
。

　「
体
力
も
な
く
な
っ
て
い
る
だ
ろ
う
し
、
お

じ
い
ち
ゃ
ん
の
身
の
回
り
の
こ
と
は
、
私
た

ち
が
や
っ
て
あ
げ
た
ほ
う
が
い
い
と
思
う
の

よ
ね
。」

と
、
お
母
さ
ん
が
言
っ
た
。

　
お
父
さ
ん
も
、

「
そ
う
だ
ね
。
ゆ
っ
く
り
し
て
て
も
ら
っ
た
方

が
い
い
だ
ろ
う
ね
。」

と
続
け
た
。

　
私
も
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
の
こ
と
を
考
え
る

と
、
身
の
回
り
の
こ
と
は
や
っ
て
あ
げ
た
方

が
い
い
の
か
な
あ
と
思
っ
た
…
。

　
次
の
日
、
う
ち
で
飼
っ
て
い
る
犬
の
レ
オ

ン
の
散
歩
を
し
よ
う
と
し
て
い
た
お
じ
い
ち

ゃ
ん
に
、
お
父
さ
ん
が
言
っ
た
。

　「
レ
オ
ン
は
力
が
強
い
か
ら
ね
。
引
っ
張
ら

れ
て
転
ん
だ
ら
大
変
だ
ろ
。
レ
オ
ン
の
散
歩

は
俺
た
ち
が
す
る
か
ら
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
は

し
な
く
て
い
い
よ
。」

　
お
じ
い
ち
ゃ
ん
は
、

「
し
な
く
て
い
い
、
か
…
。」

と
、
つ
ぶ
や
き
、
部
屋
に
も
ど
っ
た
。

　
そ
れ
か
ら
、
し
だ
い
に
お
じ
い
ち
ゃ
ん
は

家
の
こ
と
を
あ
ま
り
し
な
く
な
り
、
自
分
の

部
屋
で
過
ご
す
日
が
多
く
な
っ
た
。

　
そ
の
う
ち
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
は
部
屋
か
ら

出
て
こ
な
く
な
っ
た
。

　
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
ど
う
し
た
ん
だ
ろ
う
。

　
わ
た
し
は
、

「
し
な
く
て
い
い
、
か
…
。」

と
、
つ
ぶ
や
い
た
時と

き
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
の
顔

を
思
い
出
し
た
。

　
そ
し
て
、
自
分
の
部
屋
で
テ
レ
ビ
を
見
て

い
た
お
じ
い
ち
ゃ
ん
に
、
声
を
か
け
た
。

金
曜
日
、午
後
１
時
半
～
３
時
半 （
全
５
回
）

【
と
こ
ろ
】
サ
ン
コ
ア
（
第
５
講
習
室
）

【
対
象
】
▼
市
内
に
住
ん
で
い
る
ま
た
は
通
勤

し
て
い
る
人
▼
簿
記
初
級
程
度
の
知
識
が
あ

る
人

【
内
容
】
電
子
会
計
実
務
検
定
試
験
３
級
の

内
容
を
学
び
、
試
験
対
策
に
対
応
し
ま
す
。

【
受
講
料
】
２
，
０
０
０
円

※
別
途
、
テ
キ
ス
ト
代
と
し
て
１
，
６
５
０

円
が
必
要
で
す
。

【
定
員
】
10
人
（
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

【
託
児
】あ
り（
無
料
。
未
就
学
児
。
要
予
約
）

【
申
込
み
】
６
月
10
日

（木）
午
後
３
時
ま
で
に

同
館
へ
。

※
テ
キ
ス
ト
発
注
後
に
キ
ャ
ン
セ
ル
し
た
場

合
、
テ
キ
ス
ト
を
購
入
し
て
も
ら
い
ま
す
。

【
と
き
】
７
月
７
日

（水）
～
10
月
６
日

（水）
の
第

１・３
水
曜
日
、午
後
１
時
半
～
３
時
半
（
全

【
と
き
】
７
月
１
日

（木）
午
前
10
時
～
正
午

【
と
こ
ろ
】
サ
ン
コ
ア
（
第
５
講
習
室
）

【
対
象
】市
内
に
住
ん
で
い
て
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
を
利
用
し
た
こ
と
が
な
い
、
ま
た
は
こ
れ

か
ら
利
用
を
検
討
し
て
い
る
人

【
内
容
】
初
め
て
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
触
っ
て

楽
し
む
体
験
講
座
で
す
。

※
教
材
と
し
て
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン（
ア
イ
フ
ォ

ン
）
を
１
人
１
台
貸
し
出
し
ま
す
。

【
受
講
料
】
無
料

【
定
員
】
10
人
（
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

【
講
師
】
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
㈱

【
申
込
み
】
６
月
15
日

（火）
午
後
３
時
ま
で
に

同
館
へ
。

【
と
き
】
７
月
２
日

（金）
～
12
日

（月）
の
月
・
水
・

７
回
）

【
と
こ
ろ
】
サ
ン
コ
ア
（
第
５
講
習
室
な
ど
）

【
対
象
】
市
内
に
住
ん
で
い
る
ま
た
は
通
勤
し

て
い
る
人

【
内
容
】
他
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、

介
護
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
現
場
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
場
面
で
役
立
つ
、
傾
聴
の
知
識
と
ス
キ

ル
、
在
り
方
を
学
び
ま
す
。

【
講
師
】
宮
崎
由
紀
子
さ
ん
（
再
評
価
カ
ウ

ン
セ
リ
ン
グ
元
九
州
・
山
口
エ
リ
ア
代
表
）

【
受
講
料
】
無
料

【
定
員
】
10
人
程
度
（
応
募
多
数
の
場
合
は

抽
選
）

【
託
児
】あ
り（
無
料
。
未
就
学
児
。
要
予
約
）

【
申
込
み
】
６
月
10
日

（木）
午
後
３
時
ま
で
に

同
館
へ
。

【
と
き
】
７
月
15
日

（木）
・
16
日

（金）
・
19
日

（月）

午
後
１
時
半
～
３
時
半
（
全
３
回
）

【
と
こ
ろ
】
サ
ン
コ
ア
（
第
５
講
習
室
）

【
対
象
】
▼
市
内
に
住
ん
で
い
る
ま
た
は
通
勤

し
て
い
る
人
▼
自
分
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を

持
っ
て
い
る
人

※「LIN
E

」を
使
う
こ
と
が
で
き
る
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
に
限
り
ま
す
。

【
内
容
】ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ
「LIN

E

」

の
い
ろ
い
ろ
な
機
能
や
安
全
で
便
利
な
使
い

方
を
学
び
ま
す
。

【
受
講
料
】
１
，
０
０
０
円

※
別
途
、
テ
キ
ス
ト
代
と
し
て
１
，
３
２
０

円
が
必
要
で
す
。

【
定
員
】
10
人
（
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

【
申
込
み
】
６
月
22
日

（火）
午
後
３
時
ま
で
に

同
館
へ
。

※
テ
キ
ス
ト
発
注
後
に
キ
ャ
ン
セ
ル
し
た
場

合
、
テ
キ
ス
ト
を
購
入
し
て
も
ら
い
ま
す
。

【
と
き
】
７
月
～
10
月
の
第
１・３
水
曜
日
と
、

11
月
の
第
2
・
4
水
曜
日
午
前
10
時
～
正
午

（
全
10
回
）

【
と
こ
ろ
】
サ
ン
コ
ア
（
第
４
講
習
室
）

【
対
象
】
市
内
に
住
ん
で
い
る
ま
た
は
通
勤

し
て
い
る
人

【
内
容
】
絣か

す
りや
そ
の
他
の
生
地
を
使
っ
て
、
身

近
な
小
物
か
ら
簡
単
な
洋
服
の
作
り
方
を
学

び
ま
す
。

【
講
師
】
岡
本
ふ
み
さ
ん
（
ニ
ッ
ト
ソ
ー
イ
ン

グ
教
室
は
る
そ
ら
）、
松
藤
良
子
さ
ん
（
ぬ
い

も
の
や
リ
ア
ン
）

【
受
講
料
】
５
，
０
０
０
円

※
別
途
、
材
料
代
と
し
て
約
１
万
６
，
８
０

０
円
（
全
10
回
分
）
が
必
要
で
す
。
材
料
代

は
、
一
作
品
ご
と
に
集
め
ま
す
。

【
定
員
】
10
人
（
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

【
申
込
み
】
６
月
７
日

（月）
午
後
３
時
ま
で
に

同
館
へ
。

申
し
込
み
は
こ
ち
ら

か
ら
も
で
き
ま
す
▼

申
し
込
み
は
こ
ち
ら

か
ら
も
で
き
ま
す
▼

申
し
込
み
は
こ
ち
ら

か
ら
も
で
き
ま
す
▼

申
し
込
み
は
こ
ち
ら

か
ら
も
で
き
ま
す
▼

申
し
込
み
は
こ
ち
ら

か
ら
も
で
き
ま
す
▼

電
子
会
計
実
務
講
座

傾け
い

聴ち
ょ
う

講
座「
上
手
な
聴き

き
方・

傾
聴
の
基
礎
」

中
央
公
民
館
講
座

受
講
生
募
集
!!

【
問
合
せ
】
中
央
公
民
館
（
☎
�
２
１
７
８
）

は
じ
め
て
さ
わ
る
ス
マ
ホ
塾

ち
く
ち
く
ミ
シ
ン
講
座

ス
マ
ホ
でL

ラ
イ
ン

IN
E

活
用
講
座

シ
リ
ー
ズ
い
ま
人
権
・
同
和
教
育
は

高
齢
者
の
人
権

「
ど
う
し
た
ん
だ
ろ
う
」

【
問
合
せ
】
人
権
・
同
和
対
策
室
（
☎
�
７
０
３
９
）

「
ど
う
し
た
ん
だ
ろ
う
」（
抜
粋
）

参
考

配
慮
の
在
り
方
を
考
え
る
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市立図書館☎N51-7200　Shttp://library.city.chikugo.lg.jp/
【開館時間】10:00 ～19:00（日曜日・祝日は 10:00 ～17:00） 

～「生
く ら し

活とともにある図書館」をめざして～

5月の休館日＝3、10、17、24、28（館内整理日）、31日

市民の本棚市民の本棚

こどもの読書週間 2021 まだまだイベント開催中！
　今年の標語は「いっしょに よもう、いっぱい よもう」。皆さんに、本との素

す

敵
てき

な出会い
がありますように。

こどもの読書週間企画！ こどもの読書週間企画！

スペシャルおはなし会 えいごのおはなし会スペシャル
　ちくご読書の会「ぺえじ」さんによるスペシャルお
はなし会です。楽しいおはなしや手遊びがいっぱい！
参加すると「おはなし会のシール」が 2 枚もらるよ♪

【とき】5 月 8 日（土）11:00 から
【ところ】サンコア（視聴覚室）
※いつもと場所が違います。

【参加費】無料
【対象】乳幼児～小学校低学年
【申込み】不要

　英語のおはなし会「S
ス マ イ ル
MILEG

ガ ー デ ン
ARDEN」によるスペ

シャルおはなし会です。英語と日本語で絵本を読んだ
り、手遊びをしたりします。参加すると「おはなし会の
シール」が 2 枚もらえるよ♪

【とき】5 月 15 日（土）11:00 から
【ところ】サンコア（1階ロビー）
※いつもと場所が違います。

【参加費】無料
【対象】乳幼児～小学校低学年
【申込み】不要

保健だより保健だより保健だより
【申込み・問合せ】子育て世代包括支援センター（☎48-1968）

～ 5月の衛生行事～

健診名 とき 対象者
4か月児健診 28 日（金）13:00 ～ 13:45 令和 3 年 1月生まれの子
10か月児健診 14 日（金）13:30 ～ 15:00 令和 2 年 6 月生まれの子
1歳 6か月児健診 21日（金）13:00 ～ 14:30 令和 元 年 10 月生まれの子
3歳児健診 13 日（木）13:30 ～ 15:00 平成 30 年 4 月生まれの子

◆乳幼児健診
※母子健康手帳を持参。体調不良などで受診できないときは連絡してくだ
さい。

※「もうすぐパパママ教
室」「乳幼児教室」の申し
込みは、電子申請でも
できます。

「もうすぐパパ
ママ教室」

はこちら▶

「乳幼児教室」
はこちら▶

◆各種教室・相談
教室名・内容 とき

もうすぐパパママ教室
　妊娠中の過ごし方や栄養指導、沐浴（実習）などに
ついて指導します。

9 日（日）9:30 ～ 12:00

こころほっと相談
　子どもの言葉や行動、子どもとの関わり方について、
臨床心理士や言語聴覚士が個別に相談に応じます。

13 日（木）・18 日（火）・26 日（水）
9:00 ～ 12:00

おっぱい教室
　授乳中の母子が対象。母乳育児などについて相談に
応じます。

新型コロナウイルス感染拡大防止
のため中止にします。電話相談可。

乳幼児教室
　0 歳児の子どもと保護者が対象。育児相談や離乳食
指導などを行います。

24 日（月）10:00 ～ 12:00
（個別対応）

【問合せ】
おひさまハウス
☎53-3123
N53-8574 おいでよ！おひさまハウスへおいでよ！おひさまハウスへ

 5月のイベント ※場所は全ておひさまハウスです。

▪ 6 月のイベント
イベント名 とき 対象 持ってくる物

ウェルカムおひさま
【要予約】5月17日（月）から 1日(火）10:00から

0歳～
就学前 飲み物おひさま教室

（サツマイモ苗植え）
【要予約】5月17日（月）から

2日(水）10:00から
  ※雨天時3日（木）

イベント名 とき 対象 持ってくる物
ウェルカムおひさま

【要予約】受け付け中 6日（木）10:00から 0歳～
就学前 飲み物ベビーマッサージ&絵本

【要予約】受け付け中 7日（金）9:30から

マタニティ&赤ちゃんひろば
【要予約】受け付け中

12日(水）10:00から
           13:30から
13日(木）10:00から

0歳・
妊婦

飲み物・母子
手帳・バスタ
オル

おひさま教室（陶芸手形）
【要予約】受け付け中

19日(水）10:00から
           11:00から

0歳～
就学前 飲み物

お父さんと遊ぼう
（ジャガイモ掘り）
【要予約】受け付け中

22日(土）10:00から
 ※雨天時29日（土）

おひさま誕生会（個別対応）
【要予約】5月6日（木）から 26日（水）9:30から

◀イベントの内容やその他くわしいことは、子育て通信紙
「ざっそう（5 月号）」で確認してください。

【ところ】保健センター

サポートするので初めての人も大丈夫！

図書館でボードゲーム
【とき】5 月 8 日（土）14:00 ～ 16:30
【ところ】サンコア（第５講習室）
【参加費】無料
【定員】無し
※人数が多いときは、待ってもらうことがあります。

【申込み】不要

託児を利用してゆっくり過ごしませんか

ゆっくり読書タイム
【とき】5 月 20 日（木）10:00 ～ 15:00
【ところ】同館
【参加費】無料
【申込み】1週間前までに同館カウンターまたは電話で
申し込んでください。

萩
はぎ

尾
お

　猛
たけし

さん（前津）

          晴
はる

大
た

くん  （5 歳）

          美
み

月
つき

ちゃん  （3 歳）

「いつも元気いっぱいだね！きょうだ
い、仲良く遊んでね」

育  MEN

　　「お
すすめの本」募集します！

　あなたのおすすめの 1冊を教えてください！「広報ちくご」「ちっごツタエ
ル」などの広報紙や同館ホームページ、同館内で紹介します。
▪応募方法

【①応募用紙】同館カウンターで渡します。
【②電子メール】本文に直接「おすすめの本のタイトル・著者・出
版社・ペンネーム・おすすめの理由」を書くか、または同館ホーム
ページにある応募用紙（W

ワ ー ド

ord 形式）に書いて添付し、Qinfo@
chikugo-lib.jp へ送ってください。

　開館時間や利用す
ることができるサー
ビスの内容を変更す
る場合があります。
　最新の情報など、
くわしくは同館ホー
ムページで確認して
ください。

※各種教室、予約が必要です。
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　筑後七国（筑後市・八女市・柳川市・大川市・みやま市・
大木町・広川町）で開催されるイベントをお知らせしま
す。（筑後市を除きます）
▪えつ観光川開き
【とき】5月1日（土）～7月20日（火）10:30～12:00
【ところ】大川テラッツァ（大川市向島）
【問合せ】大川観光協会（☎0944-87-0923）
▪道の駅おおきマルシェ
【とき】5月2日（日）～5日（祝）10:00～16:00
【ところ】道の駅おおき（三潴郡大木町）
【問合せ】大木町地域創業･交流支援センターW

ワ ッ カ
AKKA

（☎0944-78-2472）
▪第６回八女新茶まつり
【とき】5月4日（祝）10:00～15:00

※悪天候の場合は5日（祝）。
【ところ】八女伝統工芸館、八女観光物産館ときめき駐
車場（八女市本町）
【問合せ】八女商工会議所（☎0943-22-5161）
▪椛島菖

しょう

蒲
ぶ

園
【とき】5月下旬～6月上旬
【ところ】柳川市役所から南に200ｍ（柳川市本町）
【問合せ】柳川市観光課（☎0944-77-8563）
▪問合せ
　筑後七国活性化協議会（商工観光課内☎65-7024）

筑後七国イベント情報

※その他のイベントは、同協
議会ホームページで確認し
てください。

　3月24日に筑後広域公園体育館で「新入団選手歓迎のつどい」を実施しました。
　藤本博史2軍監督と今年入団した選手たちは１人ずつ自己紹介し、漢字一文字で今
年の目標を発表しました。「食べ物は何が好きですか」という質問に対して、田上奏大
選手の「カレーライスです」という答えに会場はほっこり。みんなのハートをガッチリ
と掴

つか

んだ選手たちでした。その後はキャッチボールやバットスイングを披露。ボールが
グローブにおさまる音やバットが空を切る音が会場に響き、参加者は思わず「おお～」
と感嘆の声をあげていました。
　これからHAWKSベースボールパーク筑後で切磋琢磨しながらすくすくと育ってい
く若鷹たち。これからの成長を楽しみに、みんなで応援しましょう！

ようこそ筑後市へ！「新入団選手歓迎のつどい」

　今年ドラフト１～５位で入団した選手たちが、歓迎のつどいで掲げた「今
年の目標」とサイン入り色紙を抽選で5人にプレゼントします。（①井上朋
也選手、②笹川吉康選手、③牧原巧汰選手、④川原田純平選手、⑤田上奏
大選手）
【申込み】5月17日（月）まで（必着）に、郵便番号・住所・氏名・電話番号・
希望する選手名を書いて、はがきまたはファクスで商工観光課（〒833-8
601〈住所不要〉☎65-7073N53-4234）へ。
※応募は1人一通まで。当選者の発表は、発送をもってかえさせていただ
きます。

　新人選手のサイン入り色紙をプレゼント！



　
コ
ロ
ナ
禍
の
現
在
、
市
内
小
中
学
校
に
お

け
る
今
後
の
体
力
向
上
の
取
り
組
み
に
期
待

し
ま
す
。

　
私
は
２
週
間
に
１
度
、
図
書
館
で
３
人
の

子
ど
も
の
た
め
に
合
計
30
冊
ほ
ど
借
り
て
い

ま
す
。た
く
さ
ん
本
を
読
ん
で
ほ
し
い
の
で
、

以
前
は
子
ど
も
た
ち
を
図
書
館
に
連
れ
て
き

て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
中
学
生
に
な
り
部

活
動
な
ど
で
忙
し
く
、
な
か
な
か
行
く
こ
と

が
で
き
な
く
な
っ
て
き
た
の
で
、
私
が
借
り

て
く
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
自
分
で
は
同
じ
本
ば
か
り
選
ん
で
し
ま
う

娘
は
、
私
が
娘
の
た
め
に
選
ぶ
本
が
新
鮮
な

よ
う
で
、
今
で
は
私
が
借
り
て
く
る
の
を
楽

し
み
に
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。

　市では、皆さんの作品などを募集しています。掲載
された人には図書カードを贈呈します。
【応募方法】 ▼エッセイなど＝ 200 字程度にまとめ、
題名を付けてください ▼俳句・短歌＝漢字にはふりが
なを添えてください ▼イラスト＝「はがき」または「は
がきの大きさ程度」の無地の紙に濃い色のペンや鉛筆
で書いてください ▼会員募集など＝グループの活動状

況と募集内容などを書いてください。
※ペンネーム（5字程度まで）でも受け付けます。
※必ず住所・氏名・年齢・電話番号を書いてください。
※作品は未発表のものに限ります。
【あて先】総務広報課「さんぽみち」担当（〒833-8601
〈住所不要〉☎ 65-7004N52-5928Qsoumu@city.chiku
go.lg.jp)

さんぽみちさんぽみちさんぽみち～みなさんのページ～

　
県
内
の
小
中
学
生
が
体
力
や
運
動
能
力
を

学
級
単
位
で
競
う
「
令
和
２
年
度
ス
ポ
コ
ン

広
場
（
県
体
力
向
上
推
進
委
員
会
・
県
教

育
委
員
会
主
催
）」
の
「
み
ん
な
で
ダ
ン
ス
」

部
門
で
、
同
校
４
年
１
組
の
作
品
「
笑
顔
の

花
咲
く
４
の
１
ダ
ン
ス
」
が
最
優
秀
賞
に
選

ば
れ
ま
し
た
。
同
校
で
は
他
に
、
５
年
２
組

の
作
品
「
た
だ
５
の
２
晴
れ
」
も
奨
励
賞
に

選
ば
れ
る
な
ど
、
体
力
向
上
の
取
り
組
み
と

子
ど
も
た
ち
の
頑
張
り
が
高
く
評
価
さ
れ
ま

図
書
館
の
ス
ス
メ

エ
ク
レ
ア
さ
ん
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し
た
。

　
体
を
動
か
す
こ
と
が
大
好
き
な
４
年
１
組

の
子
ど
も
た
ち
は
、
休
み
時
間
に
「
な
わ
と

び
ダ
ン
ス
」
を
踊
る
友
達
の
輪
が
広
が
り
、

学
級
み
ん
な
で
踊
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

サ
ビ
以
外
の
振
り
付
け
は
自
分
た
ち
で
考

え
、
観
る
人
が
ハ
ッ
ピ
ー
に
な
る
こ
と
を
め

ざ
し
て
ダ
ン
ス
を
創つ

く
り
ま
し
た
。

　
担
任
の
種
子
尾
志
桜
里
先
生
（
令
和
３
年

３
月
現
在
）
は
「『
笑
顔
の
花
咲
く
』
は
学

級
目
標
の
一
部
で
す
。
互
い
に
教
え
合
う
こ

と
を
大
切
に
し
、
楽
し
く
ダ
ン
ス
を
創
る
姿

に
私
の
方
が
元
気
を
も
ら
い
ま
し
た
」
と
話

し
ま
し
た
。

▲マリオさん ▲りぼんさん ▲メリーさん

西
牟
田
小
学
校
が
ダ
ン
ス
で

県
内
最
優
秀
賞
を
受
賞

　
ま
た
、
図
書
館
で
は
、
ど
ん
な
本
を
選
べ

ば
い
い
の
か
難
し
そ
う
に
し
て
い
た
小
学
生

の
息
子
は
、
本
が
家
に
あ
る
と
手
に
取
り
た

く
な
る
よ
う
で
、
私
が
借
り
て
く
る
と
飛
び

つ
く
よ
う
に
読
ん
で
く
れ
て
い
ま
す
。
本
が

少
し
苦
手
な
息
子
で
し
た
が
、
リ
ビ
ン
グ
の

目
に
付
く
と
こ
ろ
に
本
を
並
べ
、
読
み
や
す

い
低
学
年
の
本
や
図
鑑
、
漫
画
な
ど
、
い
ろ

い
ろ
な
本
を
借
り
て
本
に
慣
れ
さ
せ
て
い
ま

す
。
今
で
は
、
少
し
長
め
の
本
も
読
ん
で
く

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
ぜ
ひ
皆
さ
ん
も
ス
テ
イ
ホ
ー
ム
の
今
、
家

族
で
本
に
触
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。

　「
数
十
年
、
仕
事
と
い
う
マ
ラ
ソ
ン
を
走

り
続
け
、
定
年
と
い
う
ゴ
ー
ル
を
迎
え
た
あ

な
た
。

　
で
も
急
に
は
立
ち
止
ま
ら
ず
、
肩
の
力

を
抜
い
て
、
ゆ
っ
く
り
無
理
の
な
い
範
囲
で

ジ
ョ
ギ
ン
グ
に
切
り
替
え
て
い
く
。

　
夫
婦
の
距
離
感
も
、
手
探
り
し
な
が
ら

ゆ
っ
く
り
と
調
整
し
て
い
く
。

　
人
生
１
０
０
年
時
代
、こ
う
い
う
生
き
方・

働
き
方
も
ま
た
、
後
半
生
を
実
り
豊
か
な
も

の
に
し
て
く
れ
る
に
違
い
な
い
。

　
こ
こ
に
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
が
あ

る
」

　
入
会
説
明
会
は
月
3
回
開
催
し
て
い
ま

す
。

　
ぜ
ひ
、
説
明
会
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】
同
セ
ン
タ
ー
（
☎
�
０
７
２
２
）

市
教
育
委
員
会
　

　
私
た
ち
は
、
徳
久
に
あ
る
店
舗
周
辺
の

歩
道
の
清
掃
を
月
１
回
程
度
実
施
し
て
い

ま
す
。
主
な
活
動
と
し
て
、
ゴ
ミ
拾
い
や

落
ち
葉
清
掃
、
除
草
な
ど
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　
当
店
が
約
14
年
前
に
出
店
し
た
際
、
保

育
園
や
小
中
学
校
が
近
く
に
あ
り
、
園
児

の
お
散
歩
コ
ー
ス
や
小
中
学
生
の
通
学
路

で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
子
ど
も

た
ち
が
、
い
つ
で
も
安
心
・
安
全
に
気
持

ち
よ
く
通
行
す
る
こ
と
が
で
き
る
き
れ
い

な
環
境
を
保
っ
て
い
き
た
い
と
い
う
思
い

か
ら
活
動
を
始
め
ま
し
た
。

　
活
動
で
き
る
ス
タ
ッ
フ
が
限
ら
れ
て
い

て
活
動
範
囲
は
狭
い
で
す
が
、
今
後
も
い

つ
も
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
地
域
に
少
し

で
も
恩
返
し
が
で
き
る
よ
う
継
続
し
、
環

境
美
化
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　
身
近
な
道
路
や
公
園
な
ど
の
公
共

施
設
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
環
境
美
化

活
動
し
て
い
る
団
体
が
あ
る
こ
と
を

知
っ
て
い
ま
す
か
。

　
市
で
は
、
こ
う
し
た
団
体
を
「
環

境
パ
ー
ト
ナ
ー
」
と
し
て
登
録
し
、
応

援
し
て
い
ま
す
。

　
こ
こ
で
は
皆
さ
ん
に
、
環
境
パ
ー

ト
ナ
ー
団
体
と
取
り
組
み
へ
の
思
い

を
紹
介
し
ま
す
。

今
月
紹
介
す
る
の
は

「
株
式
会
社
コ
モ
ハ
ラ
不
動
産

筑
後
店
」
で
す
。

環
境
パ
ー
ト
ナ
ー

団
体
紹
介

筑
後
俳
句
会

マ
ス
ク
し
て
交
わ
す
会
釈
や
風
薫
る

城
戸
眞
子
さ
ん
（
熊
野
）

筑
後
短
歌
会

コ
ロ
ナ
禍
で

あ
な
た
こ
な
た
に
会
わ
ず
し
て

ニ
ワ
セ
キ
シ
ョ
ウ
ハ
は

ひ
っ
そ
り
と
咲
く

井
口
登
志
子
さ
ん
（
下
妻
）

エ
ッ
セ
イ
、

な
ど
な
ど

俳
句
、

短
歌
、

会
員
募
集
、

団
体
紹
介
、

イ
ラ
ス
ト
、

掲
載
さ
れ
た
ら

図
書
カ
ー
ド
を

贈
呈
し
ま
す
！

気
軽
に

応
募
し
て
ね
♥

入
会
説
明
会
参
加
者
募
集

市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
　

募集中

今
月
の
う
た
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　このコーナーでは、皆さんが取材・撮影した
記事と写真を随時募集しています。
　くわしくは、総務広報課（☎65-7004N52-
5928Shttps://www.city.chikugo.lg.jp/）へ。

　市では、YouTube「ちくご恋するチャンネル」で、
市内で行われたイベントなどの動画を公開しています。
※動画の閲覧には通信料がかかる場合があります。

Y
ユ ー

ouT
チ ュ ー ブ

ube
「ちくご恋するチャンネル」

ちくご日和ちくご日和
～まちの話題～

たくさんの本と出会うために
クロレラ工業株式会社が児童本を寄贈

　3月25日、同社の板波英一郎代表取締役社長らが、中村
英司教育長を訪れ、157冊（約30万円相当）の児童書を寄
贈しました。同社からの寄贈数は、平成25年度～令和2年
度までで累計1,440冊に上ります。
　中村教育長は「長年に渡り図書の充実に寄与してもらって
いて、大変ありがたく思っています。寄贈された本は、図書
館を利用する子どもたちのために活用いたします」と話しま
した。ありがとうございました。

ピシャリと背筋を伸ばして
市内小中学校入学式

　4月8日に中学校3校で 452人が、4月9日に小学校11
校で 480人が新たな学校生活のスタートを切りました。
　西牟田小学校では、保護者や先生らが拍手で迎える中、
45人の新1年生が恥ずかしさと緊張の面持ちで入場。亀﨑
美穂子校長は「西牟田小学校は明るく、感動のある学校をめ
ざしています。皆さんも『に・し・む・た』の４つの目当て
を目標にみんなで頑張っていきましょう」と激励しました。
　新１年生の皆さん、ご入学おめでとうございます。

２年分の喜びを分かち合う
筑後リバーズが全国優勝を報告

　日本旅行カップ第５回全日本選抜中学硬式野球大会に出場
した、同チームの近藤慶次郎さん（３年生）、田島楓人さん（３
年生）、佐味龍希さん（２年生）が、4月7日、西田市長と
中村教育長を訪れ、全国大会優勝の報告をしました。
　近藤さんらは「昨年も全国大会出場が決まっていましたが、
新型コロナウイルスの影響で大会が中止になり、とても悔し
い思いをしました。先輩たちの分まで頑張り、大会で力を出
し切ることができました」と話しました。

「本d
デ
e恋活」のイベント特典で前撮り撮影

図書館発、幸せ行き

　市立図書館では、本をきっかけとした人と人との出会いを
目的に、平成29年度から恋活イベントを開催しています。
第4回開催時に出会った二人が、昨年夏にめでたく入籍。同
イベント初の成婚カップルとなりました。
　二人は、3月26日にイベント特典を利用した前撮りをする
ために出会いの場である同館を訪れ、本に囲まれながら撮影
しました。撮影を見守った西田正治市長は「筑後市を代表し
てお祝いいたします。末永くお幸せに」と祝福しました。

藤島行政区が「福岡県防災賞」を受賞

　地域の防災力の向上に貢献した団体や個人に贈られる同
賞。この賞を藤島行政区が受賞し、3月31日、同行政区長
の庄村國義さんらが西田市長を訪れ、その報告を行いまし
た。
　同行政区では、豪雨被害を受けた区内の被災者と地域住
民で「藤島防災マッピング（地図作り）」を開催。その後、
話し合いを重ね「藤島防災マップ」を作成し、危険箇所な
どの情報を地域で共有する取り組みを行っています。

地域で高める防災力

県トラック協会筑後支部が横断旗を寄贈

　4月7日、県トラック協会筑後支部の緒方洋会長らが西田
市長を訪れ、「子どもたちの交通安全のために活用してほし
い」と市PRキャラクター「はね丸」が印刷された横断旗72
本を贈りました。
　西田市長は「いただいた横断旗は市内の小学校と特別支
援学校に配布します。子どもたちの安全確保の取り組みに大
切に利用します」と話しました。
　ありがとうございました。

通学時の交通事故を防ぎたい

さらなる飛躍を期待して
令和2年度「平島基金交付式・平島章授与式」

　スポーツの分野で九州大会や全国大会に出場した個人や
団体を表彰する同交付式・授与式が、3月27日、サンコア
で行われ、３団体17人が参加しました。
　陸上競技で全国大会に出場した冨永湧平さん（上町、東
福岡高等学校１年生）は、「今年のインターハイでは上位入
賞できるよう頑張ります。また、筑後市の聖火リレーに参加
するので、感謝の気持ちを持って勇気を与えられるような走
りをしたいです」と受賞者を代表して挨

あい

拶
さつ

しました。



味
が
あ
る
人
は
話
を
聞
い
て
み
ま
せ

ん
か
。

〔
と
き
〕
随
時

※
個
別
に
日
程
を
調
整
し
ま
す
。

〔
申
込
み
・
問
合
せ
〕
県
里
親
支
援
機

関O

オH

ハAN

ナA

（
☎
�
３
３
８
８
）

　
６
月
１
日
は
「
人
権
擁
護
委
員
の

日
」
で
す
。
あ
な
た
の
街
の
身
近
な

相
談
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
る
同
委
員
が

家
庭
内
の
悩
み
事
や
隣
近
所
と
の
ト

ラ
ブ
ル
、
い
じ
め
・
差
別
な
ど
の
相
談

に
応
じ
ま
す
。
　

〔
と
き
〕
６
月
１
日
（火）
午
後
１
時
～
４

時〔
と
こ
ろ
〕
サ
ン
コ
ア
（
会
議
室
）

〔
相
談
料
〕
無
料

〔
申
込
み
〕
不
要

〔
問
合
せ
〕
同
協
議
会
（
福
岡
法
務
局

八
女
支
局
内
☎
０
９
４
３
㉓
２
６
０

３)〔
と
き
〕
５
月
19
日
（水）
～
８
月
７
日
（土）

の
毎
週
水
・
土
曜
日
、
午
後
７
時
半

～
９
時
（
全
24
回
）

〔
と
こ
ろ
〕
水
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
（
弓
道
場
）

〔
対
象
〕
中
学
生
以
上

※
弓
道
経
験
者
も
可
。

〔
参
加
費
〕
５
，
０
０
０
円

〔
申
込
み
・
問
合
せ
〕
５
月
18
日
（火）
ま

で
に
、
同
連
盟
・
相
良
（
☎
�
２
７
１

２
N
�
７
９
１
２
Qchikugokyu

do@
gm
ail.com

）
へ
。

〔
と
き
〕
５
月
23
日
（日）
午
前
10
時
～
正

午〔
と
こ
ろ
〕
Ｊ
Ａ
ふ
く
お
か
八
女
本
店

別
館
（
八
女
市
本
村
）

〔
対
象
〕
▼
概お

お
むね

50
歳
ま
で
の
就
農
を

検
討
し
て
い
る
ま
た
は
興
味
が
あ
る

人
▼
筑
後
市
・
八
女
市
・
広
川
町
で

就
農
を
考
え
て
い
る
人

〔
内
容
〕
Ｊ
Ａ
や
県
・
市
・
町
の
担
当

者
が
、
研
修
か
ら
就
農
ま
で
に
必
要
な

こ
と
な
ど
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

〔
参
加
費
〕
無
料

〔
申
込
み
・
問
合
せ
〕
Ｊ
Ａ
ふ
く
お
か

八
女
農
業
振
興
課
（
☎
０
９
４
３
㉓
１

３
７
８
）

　
同
協
会
は
、
市
民
や
市
内
ス
ポ
ー

ツ
団
体
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
を
支
援
す
る

た
め
「
平
島
直
吉
ス
ポ
ー
ツ
振
興
基

金
」
を
設
立
し
て
い
ま
す
。
こ
の
基
金

に
充
て
る
た
め
に
、
同
大
会
を
実
施
し

ま
す
。

〔
と
き
〕
６
月
25
日
（金）
・
26
日
（土）

〔
ス
タ
ー
ト
時
間
〕
▼
25
日
（金）
＝
午
前

８
時
32
分
～
９
時
36
分
▼
26
日
（土）
＝

午
前
８
時
～
10
時
32
分

〔
と
こ
ろ
〕
久
留
米
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ

ブ
（
広
川
町
長
延
）

〔
参
加
費
〕
３
，
０
０
０
円
（
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
分
）

〔
プ
レ
ー
費
〕
９
，
０
０
０
円
（
食
事

付
き
）

〔
申
込
み
・
問
合
せ
〕
６
月
４
日
（金）
ま

で
に
、
同
協
会
事
務
局
（
社
会
教
育

課
内
☎
�
７
０
７
２
）
へ
。

〔
と
き
〕
５
月
27
日
（木）
～
来
年
２
月
10

日
（木）
午
前
10
時
か
ら
（
月
２
回
実
施
）

〔
と
こ
ろ
〕
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

〔
対
象
〕
同
連
合
会
会
員

〔
内
容
〕
▼
午
前
＝
講
話
（
全
６
回
）
▼

午
後
＝
カ
ラ
オ
ケ・脳
活
塾
（
全
17
回
）

〔
講
師
〕
▼
カ
ラ
オ
ケ
＝
紫
原
巳
里
さ

ん
▼
脳
活
塾
＝
吉
野
勇
さ
ん
ほ
か

〔
受
講
料
〕
３
，
５
０
０
円

〔
定
員
〕
45
人
に
な
り
次
第
締
め
切
り

〔
申
込
み
・
問
合
せ
〕
５
月
６
日
（木）
か

ら
、
受
講
料
を
添
え
て
同
連
合
会
事

務
局
（
高
齢
者
支
援
課
内
☎
�
４
２
５

５
）
へ
。

※
受
け
付
け
は
、
平
日
午
前
９
時
～

正
午
、
午
後
１
時
～
４
時
。

▪
庭
木
の
病
害
虫
と
防
除

〔
と
き
〕
６
月
20
日
（日）
午
前
９
時
半
～

正
午

〔
定
員
〕
５
人
に
な
り
次
第
締
め
切
り

〔
受
付
期
限
〕
６
月
19
日
（土）

▪
庭
木
の
剪せ

ん

定

〔
と
き
〕
６
月
26
日
（土）
午
前
９
時
半
～

正
午

〔
内
容
〕
マ
ツ
の
み
ど
り
摘
み
（
実
技

あ
り
）

〔
定
員
〕
25
人
に
な
り
次
第
締
め
切
り

〔
受
付
期
限
〕
６
月
25
日
（金）

▪
と
こ
ろ

　
同
セ
ン
タ
ー（
久
留
米
市
田
主
丸
町
）

▪
参
加
費

　
無
料

▪
申
込
み
・
問
合
せ

　
同
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
９
４
３
�
1
１

９
３
N
０
９
４
３
�
１
５
５
８
）

〔
と
き
〕
▼
６
月
15
日
（火）
＝
午
前
８
時

50
分
～
午
後
５
時
▼
６
月
16
日
（水）
＝

午
前
９
時
～
正
午
（
全
２
回
）
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〔
と
き
・
と
こ
ろ
〕
５
月
20
日
（木）
▼
日

之
出
紙
器
工
業
株
式
会
社
＝
午
前
10

時
～
11
時
半
▼
マ
ミ
ー
ズ
西
牟
田
店

＝
午
後
１
時
半
～
３
時
半

〔
対
象
〕
次
の
条
件
を
全
て
満
た
す
人

▼
18
（
男
性
は
17
歳
）
～
69
歳
の
健

康
な
人
（
65
歳
以
上
に
つ
い
て
は
60
～

64
歳
の
間
に
献
血
経
験
が
あ
る
人
に

限
る
）
▼
男
女
共
に
体
重
が
50
㌔
㌘
以

上
あ
る
▼
輸
血
や
臓
器
移
植
を
受
け

た
こ
と
が
な
い
▼
Ｂ
型
・
Ｃ
型
肝
炎
ウ

イ
ル
ス
に
感
染
し
た
こ
と
が
な
い
▼
妊

娠
し
て
い
な
い
な
ど

※
よ
り
安
全
性
の
高
い
血
液
確
保
の

た
め
、
運
転
免
許
証
・
被
保
険
者
証
な

ど
で
の
本
人
確
認
に
ご
協
力
く
だ
さ

い
。

〔
問
合
せ
〕
同
協
議
会
事
務
局
（
福
祉

課
内
☎
�
７
０
２
１
）

〔
と
き
〕
５
月
29
日
（土）
午
前
10
時
～
午

後
４
時
　

〔
と
こ
ろ
〕
ア
ク
ロ
ス
福
岡
（
福
岡
市

中
央
区
）

〔
内
容
〕
表
彰
、
ま
ち
づ
く
り
活
動
発

表
、
花
の
苗
植
え
体
験
、
風
景
画
を
描

こ
う
コ
ー
ナ
ー
な
ど

〔
参
加
費
〕
無
料

〔
申
込
み
〕
不
要

〔
問
合
せ
〕同
課（
☎
０
９
２・６
４
３・

３
７
１
２
N
０
９
２・６
４
３・３
７

１
６
）

〔
と
き
〕
▼
５
月
28
日
（金）
＝
午
後
１
時

～
５
時
▼
５
月
29
日
（土）
＝
午
前
９
時

～
午
後
５
時
▼
５
月
30
日
（日）
＝
午
前

９
時
～
午
後
３
時

〔
と
こ
ろ
〕
岩
戸
山
歴
史
文
化
交
流
館

「
い
わ
い
の
郷
」（
八
女
市
吉
田
）

〔
問
合
せ
〕
同
会
・
牛
島
（
☎
�
３
２

１
２
）

※
入
場
料
無
料
。
申
し
込
み
不
要
。

　
里
親
制
度
と
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
理

由
で
保
護
者
の
元
で
生
活
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
子
ど
も
た
ち
を
、
児
童

相
談
所
か
ら
委
託
を
受
け
た
里
親
の

家
庭
の
中
で
養
育
す
る
制
度
で
す
。

　
中
で
も
「
養
育
里
親
」
は
養
子
縁

組
の
必
要
も
な
く
、
数
日
間
の
短
期

間
養
育
も
可
能
で
す
。
里
親
手
当
や

専
門
相
談
員
の
配
置
な
ど
、
経
済
的

な
負
担
や
未
経
験
か
ら
感
じ
る
不
安

に
も
対
応
し
て
い
て
、「
や
っ
て
み
た

い
」
を
実
現
す
る
こ
と
が
で
き
る
さ
ま

ざ
ま
な
支
援
体
制
を
準
備
し
て
い
ま

す
。

　
も
っ
と
知
り
た
い
、
知
人
・
友
人
に

教
え
た
い
な
ど
「
養
育
里
親
」
に
興

くらしの
情報

　このコーナーでは、各種団体のイベン
ト告知や参加者募集などの記事を掲載し
ています。市ホームページに掲載してい
る申込様式に必要事項を記入・入力して、
下記まで郵送・ファクス・電子メール・
直接持参してください。
【あて先】総務広報課「くらしの情報」係
（〒833-8601〈住所不要〉☎65-7004
N52-5928Qsoumu@city.chikugo.
lg.jp)

第
15
回
福
岡
県
景
観
大
会

県
都
市
計
画
課

献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

市
献
血
推
進
協
議
会

み
の
り
の
大
学

市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

弓
道
初
心
者
教
室

市
弓
道
連
盟

「
養
育
里
親
」
説
明
会

県
久
留
米
児
童
相
談
所

平
島
直
吉
杯

チ
ャ
リ
テ
ィ
ゴ
ル
フ
大
会

市
体
育
協
会

▼
▼
講
　
座
▲
▲

▼
▼
募
　
集
▲
▲

※
受
け
付
け
は
両
日
と
も
午
前
８
時

半
か
ら
。

〔
と
こ
ろ
〕▼
15
日
（火）
＝
サ
ン
コ
ア（
視

聴
覚
室
）
▼
16
日
（水）
＝
市
消
防
本
部

〔
受
講
料
〕
無
料
（
た
だ
し
、
テ
キ
ス

ト
代
、
手
数
料
代
と
し
て
４
，
０
０
０

円
が
必
要
〈
当
日
徴
収
〉）

〔
定
員
〕
40
人
に
な
り
次
第
締
め
切
り

〔
持
っ
て
く
る
物
〕
筆
記
用
具
、
受
講

料〔
申
込
み
・
問
合
せ
〕
５
月
６
日
（木）
～

６
月
７
日
（月）
に
、
申
込
用
紙
に
必
要

事
項
を
書
い
て
、
運
転
免
許
証
ま
た

は
健
康
保
険
証
も
し
く
は
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
の
写
し
を
添
え
て
、直
接
、

同
会
事
務
局
（
市
消
防
本
部
予
防
課

内
☎
�
２
０
２
０
）
へ
。

※
申
込
用
紙
は
、
市
消
防
本
部
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡

大
状
況
に
よ
り
延
期
ま
た
は
中
止
に

な
っ
た
場
合
は
、同
本
部
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

〔
訓
練
コ
ー
ス
〕
経
理
事
務
科
②

〔
訓
練
期
間
〕
７
～
12
月

〔
と
こ
ろ
〕
同
校
（
大
牟
田
市
歴
木
）

〔
対
象
〕
就
職
希
望
者

〔
受
講
料
〕
無
料

※
別
途
、教
科
書
代
な
ど
が
必
要
で
す
。

〔
定
員
〕
30
人

〔
申
込
み
・
問
合
せ
〕
６
月
２
日
（水）
ま

で
に
、
同
校
（
☎
０
９
４
４
�
０
３
２

０
）
へ
。

▼
▼
試
　
験
▲
▲

７
月
開
始
訓
練
生

県
立
大
牟
田
高
等
技
術
専
門
校

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は

こ
ち
ら
▼

全
国
一
斉
「
人
権
擁
護
委
員
の

日
」
特
設
人
権
相
談
所

八
女
人
権
擁
護
委
員
協
議
会

〔とき〕▶6月5日（土）＝9:00～17:00▶6月6
日（日）＝9:00～16:00
〔ところ〕市北西部一帯の久留米絣工房（実施本部
＝熊野公民館）
〔内容〕久留米絣が完成するまでの匠

たくみ
の手仕事を間

近で見ることができる2日間。市場価格よりも安く
購入することができる絣商品も販売します。また、
40回記念として、来場した人に抽選で絣・藍染め
製品や市特産品（1万円相当）が当たるプレゼント
企画もあります。
※当日はJR羽犬塚駅と実施本部を結ぶシャトルバ
スや各工房を巡る無料の巡回ワゴンを運行します。
また自転車の無料貸し出しもあります。
〔問合せ〕絣の里巡り実行委員会事務局（市観光協
会内☎53-4229）

各工房の案内図など
くわしくはこちら▶

絣
かす り

の里巡り i
イ ン

n 筑後
第40回

就
農
相
談
会
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

Ｊ
Ａ
ふ
く
お
か
八
女

防
火
管
理
者
（
甲
種
）

新
規
講
習
会

筑
後
地
区
消
防
設
備
士
会
筑
後
部
会

緑
化
講
習
会

県
緑
化
セ
ン
タ
ー

〔とき〕6月5日（土）15:00～17:
00
〔ところ〕八女筑後医師会会館（八
女市本町）
〔担当医師〕楠川仁悟さん（久留
米大学病院歯科口腔医療センタ
ー教授）
〔問合せ〕八女筑後歯科医師会（☎
0943-24-4829）
※予約不要。

口腔ガン無料

検診を行います

第
47
回
書
研
八
媛
会
書
展

書
研
八
媛
会
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電話相談☎
▪子育て電話相談①☎ 53-8574（おひさまハウス、平日 9:00
～ 17:00）②☎ 48-1968（子育て世代包括支援センター、平
日 8:30 ～ 17:15）
▪養育費電話相談☎ 092-584-3931（県ひとり親サポートセ
ンター、9:00 ～ 16:00）
〔対象〕母子家庭の母親、父子家庭の父親、離婚協議中の人
▪県配偶者暴力相談支援センター①☎ 0943-23-7520（平日
8:30 ～ 17:15）②☎ 092-663-8724（平日17:00 ～ 24:00。土・
日曜日、祝日 9:00 ～ 24:00。年末年始を除く）
▪女性の悩み電話相談☎ 54-2600（平日8:30 ～ 17:15）
▪性暴力被害者支援センターふくおか☎ 092-409-8100（24
時間・年中無休）

▪LGBTの人のDV被害者相談ホットライン☎ 080-2701-
5461（第 2 火曜日12:00 ～ 16:00。第 4 火曜日17:00 ～ 20:
00。祝日・年末年始を除く）
▪男性DV被害者のための相談ホットライン☎ 092-571-14
62（水・木曜日17:00 ～ 20:00。金曜日12:00 ～16:00。祝日・
年末年始を除く）
▪男性のための電話相談☎ 092-584-4977（第 1・3 土曜日
14:00 ～ 16:00。第 2・4 金曜日18:00 ～ 20:30〈祝日を除く〉。
盆・年末年始を除く）
▪あすばる相談ホットライン☎ 092-584-1266（9:00 ～17:00。
金曜日は 18:00 ～ 20:30 も可〈祝日を除く〉。盆・年末年始
を除く）
▪あすばるメール相談　　　 

メール相談はこちら▶

相談事業 　 一人で悩まず、まず相談を 

▪家庭児童相談
〔とき〕平日 8:30 ～ 17:15
〔ところ〕家庭児童相談室
〔問合せ〕子育て支援課（☎ 65-7018）
▪子どもと親の教育相談室
〔とき〕平日 9:00 ～ 16:50
〔ところ〕教育研究所
〔問合せ〕同所（☎ 52-8880）
▪在宅介護相談
〔とき〕平日 8:30 ～ 17:00
※クリーンパル・ゆうステーションだけ、
土曜日 8:30 ～ 12:15 も受け付けます。
〔ところ〕芳樹園ステーション（☎ 53-
2134）、クリーンパル・ゆうステーショ
ン（☎ 52-8885）、社会福祉協議会ス
テーション（☎ 52-9123）
〔問合せ〕地域包括支援センター（☎
53-4162) または各ステーション
▪心配ごと相談
〔とき〕木曜日 13:00 ～ 16:00
〔ところ〕市総合福祉センター（相談室）
〔問合せ〕社会福祉協議会（☎ 52-3969）
▪労働相談
〔とき〕火・木曜日 8:30 ～ 17:15
〔ところ〕市民相談室
〔問合せ〕福祉課（☎ 65-7021）
▪消費生活相談
〔とき〕月・火・木・金曜日8:30 ～ 17:15
〔ところ〕市民相談室
〔問合せ〕消費生活センター（☎ 65-3737）

▪生活困窮者の自立をサポート
「自立相談支援窓口」
〔とき〕平日 8:30 ～ 17:15
〔ところ〕市民相談室
〔対象〕市内に住んでいる生活困窮者
（生活保護受給者は除く）
〔内容〕自立支援計画の作成、就労促
進支援など
〔申込み・問合せ〕福祉課（☎ 65-7019）
▪障害に関する相談
〔とき〕平日 8:30 ～ 17:15
〔ところ〕社会福祉協議会
〔問合せ〕ちくたくネット（☎ 52-6699）、
プラム.ちくご（☎ 27-7941、9:00 ～17:
00）
▪療育相談
〔とき〕5 月 12 日（水）14:00 ～ 17:00（要
予約）
〔ところ〕市総合福祉センター（相談室）
〔申込み・問合せ〕福祉課（☎ 65-7022）
▪人権擁護委員のなんでも人権相談室
〔とき〕5 月12日（水）、6 月1日（火）13:
00 ～ 16:00
〔ところ〕サンコア
〔問合せ〕人権・同和対策室（☎ 65-7
039）
▪行政相談
〔とき〕5 月 20 日（木）10:00 ～ 12:00
〔ところ〕市民相談室
〔問合せ〕福祉課（☎ 65-7021）

▪弁護士による無料法律相談
〔とき・ところ〕▶昼の部＝5月28（金）13:

30～17:00、市民相談室（要予約。先着
7 人）▶夜の部＝5 月14日（金）17:30 ～
20:00、サンコア（要予約。先着 5 人）
〔申込み・問合せ〕毎月 1 日～相談日
の前々日に福祉課（☎ 65-7021）へ。
▪弁護士による法務局無料法律相談
〔とき〕5 月6日（木）・20日（木）、6 月3
日（木）13:00 ～ 16:00（要予約。先着 6
人。１回 30 分利用。条件あり）
〔ところ〕福岡法務局八女支局（八女
市稲富）
〔問合せ〕法テラス福岡（☎ 050-3383-
5502）
▪子育て女性就業相談
〔とき〕5 月6日（水）、6 月3日（木）13:00

～16:00（前々日までに要予約、先着順）
〔ところ〕おひさまハウス
〔問合せ〕子育て女性就職支援センター
（☎ 38-7579）
▪遺言・相続などの法務無料相談会
〔とき〕5 月11日（火）・14 日（金）13:00
～ 15:00
〔ところ〕市総合福祉センター（小会議
室）
〔内容〕遺言・相続の手続きなど
※予約優先。秘密厳守。
〔問合せ〕行政書士福岡楠風会（行政書
士さかだ事務所内☎ 092-586-6610）
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